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みんなで取り組もう！地球にえぇこと
みよし活き活き情報
財政再生基準の一部が示されました
封筒・公用車の広告を募集
市長室の窓
みらいの三次づくり
クリーンセンターから
すくすく育児
すこやか保健室です・ハツラツ応援隊
公売情報
INFORMATION
みよしおでかけガイド
くらし役立ち情報
住宅ナビ
みんな集まれ！
図書館・訓練講座等
主な行事ほか
探訪　みよしの匠vol.21
地域の匠
　三次紙太鼓製作　堀野正夫さん
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　三和町の松浦哲雄さんは竹を使った干
支づくりを始めて 17年目。来年の干支
である子（ねずみ）を 10月中旬頃から
作り始め、今年は約 300 個を作る予定
です。可愛らしく仕上がるようにと、一
つひとつ丁寧に作られていました。

竹を使った干
え

支
と

づくり（三和町）

今月の
表紙取り組もう！

球にえぇこと
みよし環境フェスタ 2007 開催

　11 月４日（日）、三次環境クリーンセンターにおいて「みよ
し環境フェスタ 2007」を開催しました。
　今年で３回目を迎えるこのイベントも、年々参加者が増え、
環境に対する関心の高さがうかがえます。当日は 700 人余り
の参加者で、大好評の自転車や家具のリサイクル品放出会や映
写機上映会、ジュークボックス、ふわふわドームなどで楽しみ
ました。
　今年は、なんと言っても、ソーラーカーや電気自動車、水素
自動車、バイオディーゼル燃料使用車といった最先端の技術を
持つエコカーが集合し、来場者の関心を集めました。
　併せて、今年度の「みよし環境大賞」と「かいてき環境の日
のポスター・標語」の表彰式が行われました。
　参加者の皆さんには、楽しみながら環境について思いをはせ
ていただく一日になりました。

か
い
て
き
環
境
の
日
の
ポ
ス
タ
ー

 

受
賞
者
一
覧

吉
舎
小
学
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市
長
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吉
舎
小
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１
年
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き
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議
長
賞
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み ん な で
地

県内各地から集まった、水素自動
車・電気自動車・ソーラーカー

三次市立田幸小学
校

（平成19年度みよ
し環境大賞受賞）

佳
作

　

酒
河
小
学
校　

６
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八
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中
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若
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小
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２
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３
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光
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６
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６
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八
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中
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２
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吉
舎
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３
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小
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愛
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木
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治

佳
作

　

安
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小
学
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井　

智
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八
次
小
学
校　

６
年　

坂
根
依
美
里

　

川
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中
学
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３
年　

大
野　

遥
平

入
選

　

安
田
小
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校　

１
年　

雲
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絢
子

　

三
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小
学
校　

１
年　

毛
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勇
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神
杉
小
学
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２
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大
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春
歌

　

吉
舎
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２
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八
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３
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酒
河
小
学
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４
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荒
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春
乃

　

吉
舎
小
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４
年　

伊
達　

椋
平

　

粟
屋
小
学
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４
年　

永
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拓
人

　

吉
舎
小
学
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５
年　

伊
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由
希
奈

　

吉
舎
小
学
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５
年　

山
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魅
蘭

　

吉
舎
小
学
校　

６
年　

佐
藤　

望
美

　

吉
舎
小
学
校　

６
年　

本
田　

拓
大

　

塩
町
中
学
校　

１
年　

佐
藤　

弘
子

　

川
地
中
学
校　

３
年　

西
村　

高
峰

三
次
小
学
校　

５
年

　

松　

田　

晃
太
朗

教
育
委
員
会
賞

か
い
て
き
環
境
の
日
の
標
語
受
賞
者
一
覧

　

吉
舎
小
学
校　

１
年

　
　

内　

海　

沙　

耶

市
長
賞

リ
サ
イ
ク
ル

 

ひ
と
り
ひ
と
り
が 

で
き
る
よ
ね

　

吉
舎
小
学
校　

２
年

　
　

藤　

井　

進
太
朗

教
育
委
員
会
賞

き
れ
い
な
川

 
さ
か
な
も
ぼ
く
も 

気
も
ち
い
い

　

君
田
小
学
校　

５
年

　
　

濵　

口　

真　

里

議
長
賞

守
れ
る
よ

 

小
さ
な
努
力
で 

き
れ
い
な
地
球

みよし環境大賞受賞一覧
みよし
環境大賞

三次市立田幸小学校 「地球にやさしいふるさと田幸」づくり
学校・保護者・地域が一体となって、残菜の堆肥化によりゴミの減量化を図り、
美波羅川を中心とした環境保全活動を行うなど、学校・保護者・地域が一体となっ
た環境活動に取り組まれています。

学校活動
部門賞

三次市立安田小学校 ダルマガエルの里づくり
希少生物であるダルマガエルの保護活動を地域と連携して行い、人間だけでなく
あらゆる生物にとって住みやすい環境づくりに取り組まれています。

自然環境
部門賞

中四字自治振興会 竹林の活用事業
放置された竹林の整備を行い、伐採した竹を竹炭として生産し、矢井川・三玉川
に埋設して水質浄化を図ることに加え、竹炭を通して竹林に関心をもってもらう
活動に取り組まれています。

景観
部門賞

計納常会 緑化運動と清掃活動
長年の上下川土手清掃活動に加え、桜の植栽・整備を行い、900mにわたっての
雪洞の設置を行うなどの、緑化運動に取り組まれています。

脱温暖化
部門賞

吉舎自治振興会 エコバック運動
地元企業から提供を受けたジーンズの生地を使用した、エコバックを利用しても
らうことでレジ袋の削減を図り、地球温暖化の原因の二酸化炭素削減の意識向上
を呼びかける活動に取り組まれています。

特別賞

ミサワ環境技術株式会社 エコミサワ地中熱エネルギーシステム
地中熱、湖水熱など大地上の温度差エネルギーを利用した建物の冷暖房・給湯お
よび融雪のシステムを開発し、公共の温水プール・福祉施設・学校・道路融雪な
どに導入・事業展開に加え、ボランティア精神の育成として長年にわたり地域に
おける環境活動に取り組まれています。
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三
次
市
は
平
成
15
年
12
月
か
ら
、
Ｉ
Ｓ

Ｏ
１
４
０
０
１
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
を
取
得
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
で
は
、
三
次
中
央
病
院
・
小
中
学

校
・
保
育
所
を
除
く
市
直
営
の
公
共
施
設

に
登
録
範
囲
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
と
し
て
は
、
各
部
局
に
お
け

る
事
務
事
業
を
環
境
に
配
慮
し
て
進
め
る

こ
と
を
基
本
と
し
て
、
電
気
・
水
道
な
ど

の
節
減
の
た
め
の
エ
コ
・
オ
フ
ィ
ス
活
動

や
環
境
整
備
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
作
木
支
所
で
は
、
常
清
滝
ま

で
の
道
路
を
清
掃
し
、
集
め
た
落
ち
葉
を

農
家
に
配
布
し
堆
肥
化
す
る
活
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

市
役
所
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１

認
証
取
得
状
況

　

子
ど
も
の
時
か
ら
環
境
に
つ
い
て
考

え
、
環
境
に
や
さ
し
い
習
慣
を
身
に
つ
け

る
た
め
、
市
役
所
が
認
証
取
得
し
て
い
る

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
仕
組
み
を
取
り
入

れ
た
三
次
市
学
校
版
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
は
、
田
幸
小
学
校
・
布
野

中
学
校
を
モ
デ
ル
校
と
し
て
取
り
組
み
、

平
成
19
年
度
は
、
神
杉
小
学
校
・
安
田
小

学
校
・
布
野
小
学
校
・
川
地
中
学
校
が
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

布
野
中
学
校
で
取
り
組
み
を
進
め
て
い

学
校
版
環
境
Ｉ
Ｓ
О
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す

る
吉
村
博
之
教
頭
先
生
は
、「
学
校
版
環

境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
を
取
り
組
む
前
か
ら
、
ご
み
の

分
別
や
空
缶
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
の
活
動
は

し
て
い
ま
し
た
が
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
認
定
実
践
校

に
認
定
さ
れ
た
こ
と
で
、
生
徒
に
、
環
境

に
や
さ
し
い
活
動
を
し
て
い
る
と
い
う
自

覚
と
自
信
が
芽
生
え
て
き
た
よ
う
で
す
。

環
境
に
配
慮
し
た
活
動
が
意
識
し
て
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
」
と
生
徒

た
ち
の
様
子
を
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

現
在
１
４
６
世
帯
が
登
録
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
神
杉

地
区
公
衆
衛
生
推
進
協
議
会
の
久
保
昇
さ

ん
は
、「
子
や
孫
の
代
の
地
球
環
境
を
考

え
た
ら
不
安
に
な
っ
た
。
一
人
ひ
と
り
が

で
き
る
こ
と
を
考
え
、
小
さ
な
こ
と
で
も

積
み
重
ね
る
こ
と
で
大
き
な
運
動
に
な
っ

て
い
く
と
思
っ
た
」
と
取
り
組
み
を
始
め

た
動
機
を
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま

た
、地
域
で
の
取
り
組
み
の
結
果
と
し
て
、

「
常
会
な
ど
で
、
環
境
に
関
す
る
発
言
が

多
く
な
っ
て
お
り
、
環
境
に
対
す
る
皆
さ

ん
の
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
る
」

と
取
り
組
み
の
確
か
な
成
果
を
感
じ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

　

家
庭
版
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
に
取
り
組
ん
で
い

家
庭
版
環
境
Ｉ
Ｓ
О
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す

　

さ
ら
に
、
家
庭
に
お
い
て
も
環
境
に
や

さ
し
い
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ

き
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
少
し
で
も
削

減
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
三
次
市
家
庭
版

環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
（
み
よ
し
フ
ァ
ミ
リ
ー
Ｉ
Ｓ

Ｏ
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

実
施
方
法
は
、
家
庭
に
お
い
て
環
境
に

や
さ
し
い
活
動
項
目
を
決
め
、
市
役
所
に

申
し
込
み
、
３
カ
月
実
行
し
た
後
に
、
そ

の
結
果
を
再
度
市
役
所
に
報
告
し
て
い
た

だ
く
と
い
う
も
の
で
す
。

　

取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
エ

コ
紐
な
ど
の
副
賞
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

た
だ
く
家
庭
を
、
随
時
募
集
し
て
お
り
ま

す
。
ぜ
ひ
市
民
の
皆
さ
ん
の
取
り
組
み
を

お
願
い
し
ま
す
。

（
お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
市
民

生
活
部
か
い
て
き
環
境
室
ま
で
）

吉村博之教頭先生久保　昇さん
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10
月
23
日
、
十
日
市
小
学
校
で
５
年
生

を
対
象
に
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
室
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

若
手
漫
才
コ
ン
ビ「
フ
ル
コ
ン
タ
ク
ト
」

が
講
師
と
な
り
、
地
球
温
暖
化
問
題
や
化

石
燃
料
を
使
わ
な
い
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ

い
て
学
習
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
風
車
の

プ
ロ
ペ
ラ
作
り
に
挑
戦
し
、
う
ち
わ
で
風

を
送
っ
て
電
気
を
起
こ
し
、
ミ
ニ
カ
ー
の

走
る
距
離
を
競
い
ま
し
た
。

　

熱
気
あ
ふ
れ
る
風
車
作
り
の
体
験
を
通

し
て
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
楽
し
く
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
室
開
催

　

11
月
１
日
か
ら
、
市
長
公
用
車
が
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ト
カ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
導

入
し
た
も
の
で
す
。

　

今
後
も
、
環
境
に
や
さ
し
い
物
品
な
ど

の
購
入
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

市
長
公
用
車
が
エ
コ
カ
ー
に

　

今
年
度
、
田
幸
地
区
町
内
会
連

合
会
で
は
、
田
幸
地
区
で
見
つ
け

た
野
鳥
40
羽
を
一
枚
の
下
敷
き
に

ま
と
め
ま
し
た
。
１
２
０
０
枚
印

刷
し
、
田
幸
地
区
の
全
世
帯
と
田

幸
小
学
校
に
寄
附
し
ま
し
た
。
こ

の
活
動
は
『
全
国
モ
ー
タ
ー
ボ
ー

ト
競
走
施
行
者
協
議
会
』
か
ら
の

助
成
を
受
け
て
実
施
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　

野
鳥
の
写
真
は
、
田
幸
小
学
校

の
滝
口
倫
章
教
諭
が
児
童
た
ち
と

郷
土
の
野
鳥
を
下
敷
き
に

市民生活部かいてき環境室
（0824）62-6136　 （0824）62-6137　  kankyo@city.miyoshi.hiroshima.jp

一
緒
に
撮
影
し
た
も
の
で
す
。

　

ア
オ
サ
ギ
な
ど
の
良
く
見
か
け

る
鳥
を
中
心
に
、
ベ
ニ
マ
シ
コ
な

ど
珍
し
い
鳥
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
同
連
合
会
事
務
局
長
の
金
田

美
治
さ
ん
は
、「
こ
れ
だ
け
の
種

類
の
野
鳥
が
身
近
に
生
息
し
て
い

る
こ
と
を
知
っ
て
、
ふ
る
さ
と
の

自
然
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
て

ほ
し
い
」と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
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市
長　

今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
も
大

変
喜
ん
で
い
ま
す
。
教
え
て
み

て
ど
ん
な
感
じ
で
し
た
か
。

末
續　

都
会
の
子
ど
も
た
ち
に
比

べ
、
変
に
知
識
を
持
っ
て
い
な

い
の
で
、
素
直
に
受
け
入
れ
て

く
れ
て
い
る
感
じ
が
し
ま
し
た
。

内
藤　

み
ん
な
元
気
に
や
っ
て
く

れ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　

11
月
18
日（
日
）、み
よ
し
運
動
公
園
で「
ミ
ズ
ノ
ト
ラ
ッ

ク
ク
ラ
ブ
陸
上
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同

公
園
の
指
定
管
理
者
で
あ
る
ミ
ズ
ノ
株
式
会
社
の
主
催
に

よ
り
行
わ
れ
た
も
の
で
、
世
界
陸
上
大
阪
大
会
に
出
場
し

た
末
續
慎
吾
選
手
（
短
距
離
）、内
藤
真
人
選
手
（
１
１
０

ｍ
ハ
ー
ド
ル
）、
ド
ー
ハ
ア
ジ
ア
大
会
入
賞
の
藤
川
健
司

選
手
（
走
幅
跳
）
が
、
市
内
外
か
ら
参
加
し
た
小
・
中
・

高
生
約
１
０
０
名
に
直
接
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
初
は
全
員
で
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
を
行
っ
た
後
、

短
距
離
、
ハ
ー
ド
ル
、
走
幅
跳
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
、

基
本
動
作
や
練
習
法
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
に
間
近
で
ふ
れ
あ
え
る
ま
た
と
な

い
機
会
。
参
加
者
は
、
選
手
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
真
剣
に
聞

き
、
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
教
わ
っ
た
動
作
を
実
践
し
て

い
ま
し
た
。

　トップアスリートが
三次にやってきた！

藤
川　

小
学
生
の
活
発
さ
が
特
に

印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
元
気

が
良
く
て
教
え
が
い
が
あ
り
ま

し
た
。

市
長　

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
陸
上
を
や

ろ
う
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
か
。

末
續　

い
ろ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て

い
ま
し
た
。
球
技
は
苦
手
で
し

た
け
ど
…
。

内
藤　

少
年
野
球
を
や
っ
て
い

ま
し
た
が
、
へ
た
く
そ
で
…
。

陸
上
は
中
学
か
ら
始
め
ま
し

た
。
い
ろ
ん
な
種
目
が
あ
る
け

ど
、
１
０
０
ｍ
を
や
っ
て
い
た

ら
今
は
選
手
と
し
て
続
け
て
な

か
っ
た
だ
ろ
う
し
、
め
ぐ
り
合

わ
せ
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

藤
川　

田
舎
だ
っ
た
の
で
陸
上
部

が
な
く
、
野
球
を
し
て
い
ま
し

た
。
補
強
程
度
に
や
っ
て
い
た

陸
上
で
、
全
国
で
入
賞
し
た
の

を
き
っ
か
け
に
始
め
ま
し
た
。

市
長　

陸
上
は
孤
独
な
ス
ポ
ー
ツ

に
見
え
ま
す
が
。

末
續　

や
っ
て
い
る
時
は
孤
独
で

す
が
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
い

ろ
い
ろ
な
人
に
出
会
え
ま
す
。

内
藤　

普
段
は
仲
間
が
い
て
、
試

合
に
出
る
と
き
だ
け
が
個
人
競

技
。
社
会
に
出
て
も
一
人
で
戦

う
こ
と
は
あ
る
の
で
、
孤
独
で

は
な
い
で
す
。

市
長　

世
界
陸
上
や
来
年
の
北
京

五
輪
な
ど
で
注
目
さ
れ
、
ト
ッ

プ
ア
ス
リ
ー
ト
も
大
変
だ
と
思

い
ま
す
。

末
續　

陸
上
は
わ
か
り
や
す
い
ス

ポ
ー
ツ
。
い
か
に
遠
く
へ
跳
ん

だ
か
、
速
く
走
っ
た
か
に
行
き

つ
き
ま
す
。
火
が
つ
け
ば
人
気

が
出
ま
す
し
。

内
藤　

世
界
陸
上
が
日
本
で
開
催

さ
れ
た
の
で
、
選
手
団
は
大
変

だ
っ
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

市
長　

海
外
の
選
手
は
体
が
大

き
い
。
そ
の
中
で
あ
れ
だ
け
頑

張
っ
て
い
る
と
我
々
も
応
援
し

た
く
な
り
ま
す
。
つ
い
応
援
が

過
剰
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

末
續　

応
援
の
形
は
そ
れ
ぞ
れ
あ

る
。
気
を
付
け
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
は
、
自
分
た
ち
が
ち
ゃ

ん
と
し
た
目
線
で
自
分
の
競
技

を
見
ら
れ
る
か
ど
う
か
だ
と
思

い
ま
す
。

市
長　

今
日
は
こ
の
よ
う
な
機
会

を
与
え
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

参加者に話をする末續選手

ハードルブロック

短距離ブロック

走幅跳ブロック

末續慎吾選手

藤川健司選手

内藤真人選手

　陸上クリニック終了後、３選手と市長が対談しました。
選手と市長が対談
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花
を
育
て
る
こ
と
で
優
し
さ
、
命
を
大
切
に

す
る
心
を
培
っ
て
も
ら
お
う
と
、
三
次
市
と
広

島
法
務
局
三
次
支
局
、
三
次
人
権
擁
護
委
員
協

議
会
で
は
、
10
月
19
日
（
金
）
に
八
次
小
学
校

３
年
生
１
０
２
人
に
、
11
月
２
日
（
金
）
に
は

十
日
市
小
学
校
３
年
生
１
０
９
人
に
ヒ
ヤ
シ
ン

ス
の
栽
培
セ
ッ
ト
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
ウ
ォ
ー

ク
バ
ル
ー
ン
の
人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん
・
ま

も
る
く
ん
、
人
権
擁
護
委
員
さ
ん
か
ら
「
み
ん

な
仲
良
く
・
お
互
い
を
大
事
に
し
よ
う
」
と
い

う
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

児
童
に
大
切
に
育
て
ら
れ
た
ヒ
ヤ
シ
ン
ス

は
、
来
年
２
月
頃
に
は
見
事
な
花
を
咲
か
せ
て

く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

◆ 

〝
人
権
の
花
〞
児
童
へ
贈
呈

　

11
月
11
日
（
日
）、
三
次
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
会
長　

酒

井
正
治
）
主
催
、
㈳
三
次
市
観
光
協
会
の
協
力
に
よ
り
、
尾
関
山

公
園
一
帯
で
モ
ミ
ジ
の
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
社
会
奉
仕
活
動

の
一
環
と
し
て
、
地
域
の
緑
化
活
動
と
環
境
整
備
を
目
的
に
行
わ

れ
た
も
の
で
、
総
勢
60
人
の
参
加
の
も
と
、
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
の
苗

木
50
本
を
植
樹
。
こ
の
活
動
に
は
、
地
球

緑
化
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
三
次
青
陵

高
校
の
生
徒
と
先
生
12
名
も
参
加
し
奉
仕

活
動
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

三
次
市
の
観
光
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る

尾
関
山
公
園
。
植
樹
し
た
モ
ミ
ジ
が
成
長
す

れ
ば
、
美
し
い
紅
葉
が
、
多
く
の
観
光
客
と

市
民
の
憩
い
の
場
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

◆ 

尾
関
山
公
園
に
モ
ミ
ジ
を
植
樹

ヒヤシンスの栽培セットを贈呈モミジ植樹の参加者

　

11
月
10
日
（
土
）、
広
島
県
立
み
よ
し

公
園
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
、「
サ
ウ

ン
ド
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
'07 

in
三
次
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
お
気
に
入
り
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
を
見
よ
う
と
、
前
日
の
夜
か
ら
順
番
待

ち
を
す
る
人
や
広
島
県
外
か
ら
駆
け
つ
け

た
人
も
い
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
。
来
場
し

た
１
２
０
０
人
が
、
４
組
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
歌
声
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

４組のアーティストが 三次で熱唱！

いきものがかり

Ｋ

「いきものがかり」
水野良樹（左端）、吉岡聖恵（左から２番目）、山下穂尊（右端）

「呑
ドン

トリオ」左からジョージ、晃一、おーやん

「六
ロ

子
コ

」の六子（左）ともりゆみこ（右）

手分けをしてモミジを植樹
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11
月
11
日
（
日
）、
三
和
町
の
若
林
山

国
有
林
で
「
た
い
よ
う
の
森
・
森
林
教
室
」

が
開
催
さ
れ
、
三
和
小
学
校
児
童
と
保
護

者
、
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
会
広
島
支

部
、
地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
、
広
島
北
部
森
林

管
理
署
な
ど
約
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

遊
々
の
森
（
通
称
：
た
い
よ
う
の
森
）
は
、

広
島
北
部
森
林
管
理
署
（
署
長　

大
椿
和

夫
）
と
三
和
小
学
校
と
の
協
定
締
結
に
よ

り
設
定
さ
れ
た
自
然
体
験
の
森
で
す
。

　

当
日
は
紙
芝
居
や
植
樹
、
ネ
イ
チ
ャ
ー

ラ
リ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し

た
児
童
た
ち
は
、
植
え
た
木
が
大
き
く
育

つ
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

◆ 
緑
に
囲
ま
れ
自
然
体
験

　

青
少
年
育
成
三
次
市
民
会
議
で
は
、

11
月
の
全
国
青
少
年
健
全
育
成
強
調
月

間
に
、
未
成
年
者
の
た
ば
こ
・
飲
酒
の

防
止
、
ま
た
有
害
な
図
書
類
の
販
売
防

止
を
市
内
小
売
店
に
呼
び
か
け
る
「
社

会
環
境
浄
化
啓
発
活
動
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
11
月
９
日
（
金
）
に
は
、
市
役

所
玄
関
前
で
出
発
式
を
行
い
、
市
内
パ

レ
ー
ド
を
実
施
し
て
、
活
動
に
対
す
る

理
解
を
市
民
に
訴
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
12
日
（
月
）
に
は
、「
お

は
よ
う
」
の
一
言
か
ら
始
め
よ
う
と
、

Ｊ
Ｒ
三
次
駅
を
中
心
に
、
通
勤
や
通
学

の
方
へ
呼
び
か
け
る
「
市
内
一
斉
あ
い

さ
つ
運
動
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

◆ 

社
会
環
境
浄
化
啓
発
活
動
／
あ
い
さ
つ
運
動

三次市役所から啓発活動に出発

　

今
年
度
の
広
島
県
地
域
文
化
功
労
者
表
彰
を
、「
三
次
太
鼓
育
成

会
」
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
次
太
鼓
育
成
会
は
、
郷
土
の
連
帯
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

に
始
ま
っ
た
「
三
次
き
ん
さ
い
祭
」
を
き
っ
か
け
に
、
昭
和
51
（
１

９
７
６
）
年
に
組
織
さ
れ
ま
し
た
。
三
次
の
風
情

と
人
情
を
緩
急
あ
る
リ
ズ
ム
に
織
り
込
み
、
結
成

か
ら
こ
れ
ま
で
に
、
全
国
・
海
外
で
１
０
０
０
回

を
超
え
る
公
演
を
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
実
績
が
高
く
評
価
さ
れ
、
11
月
12
日

の
表
彰
式
で
広
島
県
知
事
か
ら
表
彰
状
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

◆ 「
三
次
太
鼓
育
成
会
」
が

　

広
島
県
地
域
文
化
功
労
者
表
彰
を
受
賞

　

11
月
13
日
（
火
）、
三
次
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
か
ら
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
除

細
動
器
）
６
台
を
寄
付
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
市
内
６
中

学
校
へ
設
置
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
万
が
一

の
事
態
が
発
生
し
た
と
き
に
備
え
ま
す
。

◆ 

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
市
内
中
学
校
に
寄
付

紙芝居の様子

ネイチャーラリー
をする子どもたち

　

11
月
10
日
〜
13

日
に
行
わ
れ
た
第
20

回
全
国
健
康
福
祉
祭

い
ば
ら
き
大
会
「
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
茨
城

２
０
０
７
」。
広
島

県
選
手
団
と
し
て
三

次
市
か
ら
５
種
目
12

人
が
出
場
し
、
練
習

の
成
果
を
発
揮
す
る

と
と
も
に
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
交
流
を
行
い

ま
し
た
。

◆ 

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
に
12
人
出
場

田丸隆教会長（左）から
AEDを受け取る𠮷岡市長

出場者の皆さん

出場者（広島甲奴チーム）の皆さん 表彰された三次太鼓育成会

表彰式後の記念撮影

種　　目 名　　前
卓　　　球 眞野　泰彦さん
ソフトテニス 梶岡　憲治さん

ゲートボール

竹村　勝見さん
奥田　義行さん
新谷　　一さん
黒田　晃武さん
森重アヤコさん
柿本マツ子さん
藤岡イサ子さん

な ぎ な た
山根　益子さん
瀬戸　布子さん

水　　　泳 戸田　　肇さん
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広
告
を
募
集
し
ま
す
！

封筒の 広告主を募集します
　平成 20 年度の市税などの納税通知書発送用封
筒に広告を掲載します。この封筒の広告主を次の
とおり募集します。
●納税通知書の種類、印刷予定枚数、使用時期
　・固定資産税　27,000 枚、５月
　・軽自動車税　23,000 枚、５月
　・市県民税（普通徴収）　13,000 枚、６月
　・国民健康保険税　15,000 枚、７月
　　※合計 78,000 枚
●広告の場所
　封筒の裏面に２枠の広告を掲載します。
●広告掲載料
　１枠 70,000 円（募集最低価格）
●募集期間
　12 月 10 日（月）から平成 20 年２月 12 日（火）
●申し込み方法
　 所定の申込書に必要事項を記入のうえ、郵送ま
たは直接提出してください。募集要項、申込書
は、三次市ホームページに掲載しています。

●申し込み・問い合わせ先
　財務部課税室市民税グループ
　 （0824）62-6122　 （0824）62-6137
　 kazei@city.miyoshi.hiroshima.jp

●募集期間
　平成 20 年１月 10 日（木）から１月 31 日（木）
　　※広告掲載開始　平成 20 年４月１日（予定）
●広告サイズ・掲載料（１枚１カ月あたり）
掲載場所 規格（上限） 掲載料
側　面 たて30㎝、よこ50㎝ 2,000円
後　部 たて20㎝、よこ50㎝ 3,000円

※特殊車両はこの限りではありません。

●申し込み方法
　 所定の申込書に必要事項を記入のうえ、郵送ま
たは直接提出してください。募集要項、申込書
は、三次市ホームページに掲載しています。

●申し込み・問い合わせ先
　財務部管財室管財グループ
　 （0824）62-6139　 （0824）62-6235
　 kanzai@city.miyoshi.hiroshima.jp

市の公用車に

広告を掲載しませんか
公用車に広告を掲載していただける方を募集します。

○公用車の側面および後部へ、ラッピングフィルムやマグネット
シートなど、取り外しが可能な素材を貼り付ける方法で行います。
○広告の作成経費は広告主に負担していただきます。
○掲載期間は原則１年間ですが、１カ月単位でも受け付けます。
○掲載・撤去は広告主の負担で行っていただきます。

問い合わせ先　財務部財政室　 （0824）62-6119　 （0824）62-6235　 zaisei@city.miyoshi.hiroshima.jp

　いまだ基準が示されていませんが、「連結実質赤字比率」は、「広報みよし」７月号でも紹介しているとおり、
今後も赤字にならない見込みです。また、「将来負担比率」についても、財政健全化法の適用を受けること
はないと試算しています。
　年内には残る２つの指標も示される予定です。指標が示され次第、市民の皆さんにお知らせします。
　　※連結実質赤字比率…公営事業会計を含めた、全会計の赤字総額の割合
　　※将来負担比率…公営企業や一部事務組合などを含めた、自治体が将来負担する可能性がある実質的な負債の割合

　地方自治体財政健全化法で示された自治体財政の健全度を測る４つの指標のうち、「実質赤字比率」「実質
公債費比率」の２指標の基準値が、総務省から発表されました。これは、平成20年度の決算から適用されます。

三次市は大丈夫です
① 「実質赤字比率」は財政規模に応じて 2.5％～ 10％以上で「早期健全化団体」、20％以上で「財政再生団体」
となります。
　 これは、普通会計において実質収支が赤字となった場合に適用されます。三次市は赤字決算ではあり
ませんので、該当しません。

　　※実質赤字比率……毎年度の収入に占める、一般会計の赤字の割合
　　※早期健全化団体…健全化計画を策定し、外部監査を実施するなどして自主再建をめざす
　　※財政再生団体……財政が破綻した状態にあり、予算編成などが国や都道府県の監督下におかれる
②「実質公債費比率」は 25％以上で「早期健全化団体」、35％以上で「財政再生団体」となります。
　 三次市の平成 18 年度決算での実質公債費比率は 20.5％で既にクリアしています。また、「広報みよし」
11月号でも紹介しているように、法が適用される平成 20 年度以降についても、「早期健全化団体」に
なることはありません。

　　※実質公債費比率…毎年度の収入などに占める、借金返済額の割合

―財政再生基準の一部が示されました―
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文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
食
欲
の
秋
と
い

い
ま
す
。
11
月
は
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で

貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

市
内
８
小
学
校
で
は
、「
ラ
ン
チ
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
」
と
し
て
子
ど
も
達
と
一
緒

に
給
食
を
食
べ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

地
産
地
消
や
食
育
に
つ
い
て
わ
か
り
易

く
話
が
で
き
た
こ
と
や
、
子
ど
も
達
か

ら
も
身
の
回
り
の
こ
と
か
ら
将
来
の
三

次
市
の
こ
と
ま
で
た
く
さ
ん
の
質
問
も

い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
市
長
を
し
て
い
て
嬉
し
い
時
は
い
つ

で
す
か
？
」

「『
感
動
』を
与
え
て
い
た
だ
い
た
時
で
す
」

　

11
月
５
日
の
夜
は
劇
団
四
季
に
よ
る

「
ユ
タ
と
不
思
議
な
仲
間
た
ち
」
が
上

演
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
子
ど
も
達
が

招
待
さ
れ
、「
い
じ
め
」を
題
材
と
し
た

演
劇
。
初
め
て
の
経
験
の
人
も
多
く
、

方
言
や
内
容
も
少
し
難
し
い
の
で
は
と

感
じ
た
私
の
予
想
は
見
事
に
覆
さ
れ
、

終
わ
っ
た
時
は
多
く
の
子
ど
も
達
が
涙

を
流
し
、
会
場
す
べ
て
の
方
が
感
動
し

た
一
夜
で
し
た
。
そ
れ
に
ま
た『
感
動
』

す
る
私
で
す
。
劇
団
四
季
の
皆
さ
ん
が

す
ば
ら
し
い
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

「
感
動
」
を
涙
で
表
現
で
き
る
子
ど
も

達
の
多
さ
に「
感
動
」し
た
の
で
す
。

　

小
学
校
４
年
生
か
ら
中
学
校
３
年
生

の
皆
さ
ん
に
は
、「
プ
ラ
ハ
国
立
美
術

館
展
」や「
広
島
交
響
楽
団
」よ
る
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
、
沖
田
孝
司
氏
の
主
宰
さ
れ

る
「
マ
イ
ハ
ー
ト
弦
楽
四
重
奏
」
を
鑑

賞
し
て
頂
き
ま
し
た
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

を
初
め
て
聴
く
子
ど
も
も
多
く
、
最
低

毎
年
１
年
に
１
回
は
子
ど
も
達
に
芸
術

鑑
賞
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
陸
上
の
末
續
慎
吾
選
手
達
の
指

導
を
受
け
た
子
ど
も
達
も
い
ま
す
。
サ

ウ
ン
ド
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
で
は
、
若
い

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
コ
ン
サ
ー
ト
も
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

数
多
く
の
場
面
場
面
で
、
一
瞬
で
は

あ
っ
て
も
「
感
動
」
を
持
ち
続
け
る
こ

と
。
私
た
ち
の
役
目
は
、
そ
の
機
会
を

つ
く
り
続
け
る
こ
と
。
た
く
さ
ん
の
積

み
重
ね
、「
感
動
」が
必
ず
未
来
の
三
次

を
創
っ
て
く
れ
る
と
確
信
し
た
日
々
で

も
あ
り
ま
し
た
。

●
市
長
室
専
用

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
０
０

（
０
８
２
４
）６
５

－

２
１
１
１

hirokoji@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

　

今
年
は
昭
和
22
年
５
月
３
日
に
地
方
自
治
法
が
施
行
さ

れ
て
60
周
年
に
当
た
る
年
で
す
。

　

11
月
20
日
（
火
）、
東
京
都
に
お
い
て
「
地
方
自
治
法
施

行
60
周
年
記
念
式
典
」
が
開
催
さ
れ
、
天
皇
皇
后
両
陛
下

ご
臨
席
の
も
と
、
地
方
自
治
功
労
者
の
表
彰
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

三
次
市
は
、「
自
ら
の
創
意
工
夫
に
よ
り
、
優
れ
た
施

策
を
実
施
し
、
地
方
自
治
の
充
実
発
展
に
寄
与
し
た
」
と

し
て
、
団
体
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。（
広
島
県
で
は
、

廿
日
市
市
と
三
次
市
が
受
賞
）

　

三
次
市
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
と
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い

な
が
ら
全
国
の
モ
デ
ル
と
な
る
施
策
を
実
施
し
、「
選
ば

れ
る
ま
ち
」と
な
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

三次市が地方自治功労者表彰（団体表彰）を受賞

ランチミーティング（作木小学校）の様子
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市長室の窓！『感動』を
　　持ち続けること

the voice of mayor

三次市長　𠮷
よしおか

岡広
ひろこ う じ

小路



みらいの

三次づくり
　

11
月
17
日
（
土
）、
作
木
町
、

布
野
町
に
お
い
て
片
木
淳
、
藤

井
浩
司
早
稲
田
大
学
大
学
院
公
共

経
営
研
究
科
教
授
と
早
稲
田
大
学

大
学
院
公
共
経
営
研
究
科
学
生
12

名
に
よ
り
「
地
域
再
生
シ
ス
テ
ム

論
」が
開
講
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
再
生
シ
ス
テ
ム
論
は
、
内

閣
府
地
域
再
生
本
部
の
事
業
の
一

環
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
、
本

年
度
は
全
国
８
地
域
９
大
学
（
小

樽
商
科
大
学
、
室
蘭
工
業
大
学
、

北
陸
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大

学
、
信
州
大
学
、
高
崎
経
済
大
学
、

獨
協
大
学
、
法
政
大
学
大
学
院
、

神
戸
大
学
、早
稲
田
大
学
大
学
院
）

で
開
講
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
再
生
の
た
め
に
は
、
ま
ず

地
域
に
入
っ
て
地
域
の
実
情
を
肌

で
感
じ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま

た
同
時
に
、
地
域
が
ど
う
あ
る
べ

き
か
、
ど
う
維
持
す
べ
き
か
を
考

え
る
と
き
に
、
そ
こ
で
生
活
し
て

い
る
人
一
人
ひ
と
り
や
、
既
存
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
意
見
、
意
思
を

聞
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い

ま
し
た
。

　

作
木
町
、
布
野
町
は
、
島
根
県

早
稲
田
大
学
大
学
院　

公
共
経
営
研
究
科

作
木
・
布
野
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

青
少
年
育
成 

三
良
坂
町
民
会
議

健
康
ウ
ォ
ー
ク
で
心
身
ハ
ツ
ラ
ツ

　

和
田
地
区
で
は
、
青
少
年
育
成
和
田

町
民
会
議
を
は
じ
め
、
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
活
動
に
取
り
組
む
関
係
機

関
・
団
体
で
和
田
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
会
長　

竹
岡
律
男
）
を
組
織
し
、
地

域
全
体
で
防
犯
や
交
通
安
全
、
自
主
防

災
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

防
犯
・
交
通
安
全
対
策
部
で
は
、
子

ど
も
た
ち
の
通
学
路
を
中
心
に
、
和
田

地
区
内
を
４
つ
の
コ
ー
ス
に
分
け
て
、

青
色
回
転
灯
を
点
灯
し
て
パ
ト
ロ
ー
ル

を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
こ
ど
も
見
守
り
た
い
」の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
組
織
し
て
、
通
学
路
の

各
拠
点
で
声
か
け
と
交
通
安
全
へ
の
気

配
り
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

青
少
年
育
成
三
良
坂
町
民
会
議
で

は
、
体
育
協
会
や
自
治
振
興
区
な
ど
町

内
の
団
体
と
連
携
し
た
取
り
組
み
の
一

環
と
し
て
、
10
月
28
日
（
日
）
に
灰
塚

ダ
ム
湖
畔
で
健
康
ウ
ォ
ー
ク
２
０
０
７

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

爽
や
か
な
秋
空
の
中
、
眼
下
に
ハ

イ
ヅ
カ
湖
を
見
な
が
ら
、
途
中
立
ち
止

ま
っ
て
秋
の
植
物
の
観
察
や
、
湖
面
を

泳
ぐ
水
鳥
に
目
を
や
る
な
ど
、
一
人
ひ

と
り
が
自
分
の
ペ
ー
ス
で
歩
き
、
参
加

者
１
４
１
人
が
８
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
元

気
に
踏
破
し
ま
し
た
。

　

町
民
会
議
で
は
、
地
域
の
人
と
連
携

し
な
が
ら
、
あ

い
さ
つ
・
声
か

け
運
動
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、

文
化
や
ス
ポ
ー

ツ
を
通
し
て
青

少
年
の
健
全
な

育
成
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

青
少
年
育
成 

和
田
町
民
会
議

安
全
・
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

〜
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
・
こ
ど
も
見
守
り
た
い
〜

境
に
面
し
て
お
り
、
今
後
の
道
州

制
移
行
を
踏
ま
え
、
県
境
を
越
え

た
新
た
な
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
期

待
で
き
ま
す
。
今
あ
る
地
域
資
源

の
中
か
ら
、
市
民
で
は
気
が
つ
か

な
い
地
域
の
宝
を
学
生
（
外
部
）

の
目
か
ら
み
て
掘
り
起
こ
し
、
そ

れ
ら
を
生
か
し
た
新
た
な
地
域
の

魅
力
向
上
の
た
め
の
施
策
の
提
案

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、「
地

域
資
源
と
の
共
生
」
に
よ
る
地
域

再
生
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

作木町での意見交換の様子

布野町での意見交換の様子

和田小学校交通安全パレードで
先導する青色回転灯のパトロー
ル車（９月19日）
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青
少
年
育
成
だ
よ
り



　●問い合わせ先
　市民生活部資源リサイクル室
　　（0824）66－ 3449
　　（0824）66－ 3168
　　shigen@city.miyoshi.hiroshima.jp

　年末のごみの収集は 12 月 28 日（金）ま
でです。また、クリーンセンターへの直接
持ち込みは 12 月 30 日（日）までです。年
始は１月４日（金）から通常どおり業務を
行います。
※ 年末の直接持ち込みは大変込みあいます
ので、早めにご利用ください。

年末・年始のごみの収集は下記のとおりです
月　　日 収　　集 直接持ち込み

12月 28日（金） 通常どおり ９時～16時（通常どおり）
12月 29日（土）

休　　み

９時～16時
12月 30日（日）
12月 31日（月）

休　　み１月１日（火）～
１月３日（木）

　ごみとして出されるレジ袋の削減を目指した「ノー包装運動」は、市内370店舗にご協力いた
だき展開しています。三次市では、この運動をさらに広めるため12月を強化月間とし、買い物
時にレジ袋および包装を辞退されたお客様には、通常１ポイントのところ３倍出し（３ポイン
ト）キャンペーンを実施します。
　協力店は、レジに設置してある黄色いのぼり旗と店内のポスターが目印です。この機会にあ
なたも『地球にえぇこと』はじめてみませんか？

12月は強化月間！３倍ポイント実施！ －三次市ノー包装運動－

　きれいな街づくりは、一人ひとりがごみを捨てないことから始まります。心ない人たちによる空き缶・たば
こなどのポイ捨て、山林などへの粗大ごみの投棄が後を絶ちません。このような行為は、自然界に与える影
響があまりにも大きく、景観を損なうことはもちろん、土壌汚染や地下水汚染なども充分考えられます。
　一度失われた環境を元に戻すには、多大な経費や労力と年月を要します。みんなで不法投棄に監視の目を
向け、地球の環境を守りましょう。

みんなでなくそう！不法投棄

不法投棄は犯罪です！ ―５年以下の懲役または1,000万円以下の罰金が科せられます―
《廃棄物の処理及び清掃に関する法律により処罰されます》
　三次市では、関係機関と連携することにより、投棄者を追及しています。
　その結果、警察の捜査により、投棄者が判明し、処罰された事例があります。
また、投棄者が判明すれば、直接撤去指導を行っています。

わたしたちの街をごみ箱にしないで
【三次市ポイ捨て等禁止条例】
●みだりにポイ捨てまたは不法投棄をしないで！
●ペットの糞は適正に処理をしましょう！
●他人の建物その他の工作物に落書きをしないで！
●禁止区域に無許可の広告物を掲出しないで！
●不法焼却はしないで！

この条例は、取り締まりを目的と
したものではありませんが、特に
悪質な行為があった場合は、指導・
勧告・命令・公表および罰則が適
用されます。
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身
近
な
場
所
で
集
い
、

遊
び
、
相
談
で
き
る

よ
う
、
保
育
所
を
地

域
へ
開
放
し
ま
す
。

気
軽
に
遊
び
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
内
容
な
ど
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
保
育
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

保
育
所
開
放

平
成
20
年
度
保
育
所
新
規
入
所
受
付

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
の
新
規
入
所
の
申

し
込
み
手
続
き
は
、
所
定
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
関
係
書
類
を
添
付
し

て
、
次
の
受
付
期
間
内
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

○
申
込
書
類
の
配
布

　

12
月
10
日
（
月
）
か
ら
配
布
し
ま
す
。

受
付
日
ま
で
に
書
類
の
準
備
を
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。
添
付
す
る
関
係
書
類
に
つ

い
て
は
申
込
用
紙
と
併
せ
て
配
布
す
る
し

お
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
配
布
場
所

　

子
育
て
支
援
局
の
び
の
び
こ
ど
も
室
、

各
支
所
、
各
保
育
所
お
よ
び
市
役
所
総
合

窓
口

○
受
付
の
日
程

①
集
中
受
付
期
間

　

平
成
20
年
１
月
10
日（
木
）〜
13
日（
日
）

　
（
土
日
実
施
）８
時
30
分
〜
17
時
30
分

　

と
こ
ろ　

 

三
次
市
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

４
階
相
談
室（
10
、
11
日
）

　
　
　
　
　

 

子
育
て
支
援
局
の
び
の
び
こ

ど
も
室（
12
、
13
日
）

②
受
付
期
間

　

平
成
20
年
１
月
15
日（
火
）〜
25
日（
金
）

　
（
土
日
除
く
）８
時
30
分
〜
17
時
30
分

　

と
こ
ろ　

 

子
育
て
支
援
局
の
び
の
び
こ

ど
も
室
、
各
支
所

※ 

必
ず
１
月
25
日（
金
）ま
で
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
申
込
期
間
を
過
ぎ
て
提

出
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
次
回
（
３

入所申し込みを受ける保育所（園）
区分 名　　　称 所　在　地 定　員

三　
　
　
　

次　
　
　
　

市　
　
　
　

立

愛 光 保 育 所 三次町1681 140人
十日市保育所 十日市中4-8-1 172人
東 光 保 育 所 四拾貫町12-1 190人
川 地 保 育 所 上志和地町1078-1 45人
和 田 保 育 所 向江田町3362-7 45人
田 幸 保 育 所 大田幸町1532-2 45人
神 杉 保 育 所 高杉町81-2 45人
河 内 保 育 所 小文町219 20人
粟 屋 保 育 所 粟屋町1456-1 55人
川 西 保 育 所 三若町1513 45人
酒 屋 保 育 所 西酒屋町24-2 55人
君 田 保 育 所 君田町西入君78-1 60人
布 野 保 育 所 布野町下布野1257-2 60人
さくぎ保育所 作木町下作木721-1 60人
吉 舎 保 育 所 吉舎町吉舎112 90人
安 田 保 育 所 吉舎町安田3377-1 30人
八 幡 保 育 所 吉舎町吉舎川之内297-1 30人
敷 地 保 育 所 吉舎町敷地2237 30人
三良坂保育所 三良坂町三良坂2825 120人
仁 賀 保 育 所 三良坂町仁賀1356 30人
灰 塚 保 育 所 三良坂町灰塚8-3 30人
み わ 保 育 所 三和町敷名1460-9 120人
こうぬ保育所 甲奴町本郷1627-1 100人

私　

立

みゆき保育園 畠敷町1868-2 120人
子供の館保育園 南畑敷町349-7 60人
子供の城保育園 十日市中2-9-24 90人

月
中
旬
）の
審
査
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
局
の
び
の
び
こ
ど
も
室

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
４
７

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
０
０

kodom
o@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

　

ま
た
は
各
支
所

第
�
子
目
以
降
保
育
料
補
助

制
度
�
実
施
�
�
�
�
�

　

三
次
市
内
の
三
次
市
立
保
育
所
、
私

立
保
育
園
、
私
立
幼
稚
園
、
認
可
外
保
育

所
の
い
ず
れ
に
入
所
さ
れ
て
も
、
第
３
子

目
以
降
の
児
童
に
は
保
育
料
の
補
助
制
度

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
申
し
込
み
時
に

お
配
り
す
る
「
保
育
所
入
所
申
込
の
し
お

り
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
局
の
び
の
び
こ
ど
も
室

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
４
７

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
０
０

kodom
o@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp
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子育て情報の問い合わせ先
子育て支援局すくすく育児支援室

（0824）62－ 6148　 （0824）62－ 6300
ikuji@city.miyoshi.hiroshima.jp

子育て応援ダイヤル　 （0824）64－ 6011

MIYOSHICHILD CAREINFORMATION



行事名 と　き ところ 対　象 そ　　の　　他

BCG
予防接種

12月19日（水）
（受付時間）
13時～ 13時30分

吉舎保健センター
市内に住所がある
生後３カ月～

６カ月未満の乳児

生後３カ月を過ぎたら６カ月までの早い時期にBCG接種を
受けましょう。
BCG接種後、他の予防接種を受けるときには、27日以上の
間隔をあけてください。

子育て相談 12月25日（火）
９時30分～ 11時

三次市福祉保健
センター３階

乳幼児と
その保護者

身体計測、離乳食、食事、育児のことなど気軽にご相談く
ださい。また友達づくりに来てみませんか？

パパママ
スクール

平成20年
１月28日（月）
13時30分～ 16時

三次市福祉保健
センター３階

妊婦さんと
その家族

もうすぐお父さん・お母さんになる方を対象にパパ・ママ
スクール（マタニティークラス）を開催します。ご夫婦での
参加もお待ちしていますので、子育てのノウハウを一緒に
学び、体験しましょう！

行事のお知らせ

三
次
市
企
業
子
育
�
支
援
事
業�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
表
彰

　

市
内
の
高
校
生
を
対
象
に
、
子
育
て
支

援
企
業
登
録
ス
テ
ッ
カ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
募

集
を
行
い
、
応
募
作
品
46
点
の
中
か
ら
三

次
高
校
１
年
生
の
三
上
瑠
菜
さ
ん
の
作
品

が
優
秀
と
認
め
ら
れ
、11
月
８
日（
木
）に
、

市
長
が
表
彰
し
ま
し
た
。

　

こ
の
デ
ザ
イ
ン
は
、「
親
や
地
域
の
人
々

が
子
ど
も
に
愛
情
（
ハ
ー
ト
）
を
与
え
て

育
て
て
い
く
こ
と
で
子
ど
も
が
心
も
体
も

ぐ
ん
ぐ
ん
伸
び
て
い
く
（
芽
）」
を
表
現

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

11
月
11
日
（
日
）
に
行
わ
れ
た
み
よ
し

健
康
福
祉
ま
つ
り
に
お
い
て
、「
は
つ
ら

つ
家
族
」
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昨
年

度
の
３
歳
児
歯

科
健
康
診
査
を

受
診
し
た
幼
児

と
そ
の
保
護
者

に
つ
い
て
、「
う

歯
」（
い
わ
ゆ

る
虫
歯
）
が
な

く
、
歯
や
口
腔

内
が
健
康
で
あ

る
方
を
広
島
県

が
表
彰
す
る
も

の
で
す
。

健
康
�
�歯�
�
�
�
�
�
家
族
�
�
表
彰

受
賞
者

　

沼
田　

夢
人
く
ん（
子
）千
絵
さ
ん（
母
）

「
こ
ど
も
は
、
い
り
こ
や
魚
な
ど
カ
ル
シ

ウ
ム
の
多
い
も
の
が
好
き
。
お
や
つ
に

も
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。
自
分
自
身
も
歯

の
手
入
れ
は
欠
か
さ
ず
し
て
い
る
ん
で
す

よ
」
と
千
絵
さ
ん
。
夢
人
く
ん
は
「
は
み

が
き
し
て
る
よ
!!
」
と
元
気
い
っ
ぱ
い
に

答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
健
口

家
族
で
い
て
く
だ
さ
い
ね
。
み
な
さ
ん
も

今
一
度
お
口
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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小学校区 設立区分 名　　　称 開設場所
三　次 公設公営 三次小学校放課後児童クラブ 三次小学校内

十日市 公設公営 十日市小学校放課後児童クラブ 十日市児童館
公設民営 ちゅうおう児童クラブ 子供の城保育園内

八　次 公設公営 八次小学校放課後児童クラブ 八次児童館・八次集会所
公設公営 八次ふれあい放課後児童クラブ 八次小学校内

河　内 公設公営 河内小学校放課後児童クラブ 河内小学校内
粟　屋 公設公営 粟屋小学校放課後児童クラブ 粟屋小学校内
神　杉 公設公営 神杉小学校放課後児童クラブ 神杉小学校内
酒　河 公設公営 酒河小学校放課後児童クラブ 酒河小学校内
和　田 公設公営 和田小学校放課後児童クラブ 和田小学校内
布　野 公設公営 布野放課後児童クラブ 上布野老人集会所
吉　舎 公設公営 吉舎放課後児童クラブ 吉舎児童館
三良坂 公設公営 三良坂放課後児童クラブ 三良坂小学校内
三　和 公設公営 三和小学校放課後児童クラブ みわ総合福祉センター内
甲　奴 公設公営 甲奴放課後児童クラブ 旧甲奴保育所
青　河 民設民営 青河児童クラブ 青河コミュニティセンター内
川　地 民設民営 川地児童クラブ 川地小学校内
志和地 民設民営 志和地児童クラブ 志和地小学校内
君　田 民設民営 君田放課後児童クラブ 君田文化センター内
安　田 民設民営 安田放課後児童クラブ 安田小学校内
八　幡 民設民営 八幡放課後児童クラブ 八幡小学校内
灰　塚 民設民営 のぞみが丘アフタースクールクラブ 灰塚コミュニティセンター内
仁　賀 民設民営 仁賀放課後児童クラブ 仁賀小学校内

平成19年度三次市放課後児童クラブ一覧

　平成20年４月から「放課後児童クラブ」へ入会を希望される方の申し込みを次のとおり受け付けます。所
定の申込書に必要事項を記入し、関係書類を添えて受付期間内に提出してください。
　なお、放課後児童クラブに現在入会中で、継続して利用を希望される方も申し込みが必要です。
　また、申し込みの対象となるのは、公設の放課後児童クラブです。

■申込書類の配布　12月10日（月）から
■配 布 場 所　 すくすく育児支援室（三次市福祉保健センター３階）、さわやか市民室窓口（三次市役

所東館１階）、各支所、各児童クラブ
■申込受付期間　平成20年１月９日（水）～ 25日（金）　８時30分～ 17時30分　※土日除く
■受 付 場 所　すくすく育児支援室、各支所
■集 中 受 付 日　平成20年１月12日（土）、13日（日）　８時30分～ 17時30分
■受 付 場 所　すくすく育児支援室
※ 必ず１月25日（金）までに申し込んでください。受付期間を過ぎて提出された方については、次回（３月上旬予定）の審査対象となります。

【放課後児童クラブとは】
保護者が就労などにより昼間家庭にいない小学校１年生から３年生までの児童に対し、放課後や土曜
日、春・夏・冬休みなどの学校休業日に家庭に代わる生活の拠点として、遊びを中心とした活動を行い、
安全で心身ともに健全に育つことを支援しています。

詳しくは子育て支援局すくすく育児支援室または各支所へお問い合わせください。

平成20年度放課後児童クラブ入会のお知らせ
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障
害
者
（
身
体
・
知
的
・
精
神
）
の
生

活
や
就
労
、
ご
家
族
の
悩
み
な
ど
の
相
談

を
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
員
な
ど
が

行
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

三
次
市
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

（
０
８
２
４
）６
５

－

１
１
３
１

（
０
８
２
４
）６
５

－

１
１
３
２

support@
p1.pionet.ne.jp

障
害
者
相
談
会
開
催
の
お
知
ら
せ

と　　き と　こ　ろ

１月15日（火）作木支所

１月17日（木）布野保健福祉センター

１月21日（月）みわ保健センター

１月22日（火）君田保健センター

１月24日（木）甲奴老人福祉センター

１月25日（金）吉舎保健センター

１月28日（月）みらさか福祉センター
相談時間はいずれも10時～ 12時

一人で悩まずご相談ください。
 （相談窓口のご案内）

《作り方》
① 米はといで普通の水加減にし、固形コンソメを砕いて
入れておく。

② さつまいもは洗って１センチ幅のイチョウ切りにし、
水にさらしておく。

③①に水をきった②を入れて炊く。
④炊き上がったらちりめんじゃこをまぜる。

愛 菜
キッチン
愛 菜
キッチン

旬の野菜たっぷりの
超
・

か
・

ん
・

た
・

ん
・

料理を紹介します。

《１人分》エネルギー：279kcal　たんぱく質：6.2g

大好き！さつまいもごはん

今年も子どもたちが喜んで私を掘り出し
てくれたわ。食物せんいがたっぷりで、
おなかの掃除にもってこいよ！ビタミン
Ｃやミネラルも多いの。焼き芋・大学芋
なんておやつだけじゃなくて、ごはんや
サラダにして食べてみて。保存は新聞紙
に包んで室内でね！

…ひとりごと

　よく噛んで食べることは、健康の源。今回も噛む
ことがもたらす健康効果について紹介します。「噛
む」８大健康効果「ひ・み・こ・の・は・が・い～・ぜ」
のパート２です。卑

ひ

弥
み

呼
こ

のいた弥生時代の人たちの
ようにしっかり噛みましょう。

は 歯の病気予防
　 　よく噛むとだ液がたくさん出て、口の中をきれい
にします。
　 　だ液の働きにより、むし歯・歯周病を防ぐ効果が
あります。
が がんの予防
　 　だ液中の酵素には、食物の中に含まれた発ガン毒
性を消す働きがあると言われ、だ液としっかり噛ん
で粉々になった食べ物と混ぜることで、食品中の発
ガン性が抑制されます。

い～ 胃腸の働きを促進
　 　食品を噛みくだくことで胃腸への負担をやわらげ
ます。また、かむことによる刺激は脳から胃にも伝
えられ胃の働きも良くします。
ぜ 全身の体力向上
　 　「ここ一番」の力が必要な時、ぐっと力を入れて噛
みしめたい時に、丈夫な歯がなければ力が出ません。
よく噛んで歯を食いしばることで、力がわき、自信
も生まれます。

《材料　５人分》
米…………………………………………２合（300ｇ）
水…………………………………………450㏄
さつまいも………………………………200ｇ
固形コンソメ……………………………１個
ちりめんじゃこ…………………………20ｇ

眠
っ
て
い
る
筋
肉
を

呼
び
起
こ
そ
う
！

　

洗
面
所
体
操
第
２
弾
！
今
月
は
、
バ

ラ
ン
ス
力
を
高
め
る
運
動
で
す
。
肩

幅
に
足
を
開
い
て
、
片
足
ず
つ
横
に
開

き
ま
す
。
お
尻
の
横
の
筋
力
が
つ
き
、

歩
く
と
き
な
ど
の
バ
ラ
ン
ス
が
保
て

ま
す
。
洗
面
台
や
流
し
に
つ
か
ま
り
、

ち
ょ
っ
と
体
操
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト
は
、「
ゆ
っ
く
り
開
き
、
ゆ
っ

く
り
閉
じ
る
」で
す
。

　

寒
い
時
期
で
す
。
手
洗
い
・
う
が
い

は
も
ち
ろ
ん
、
栄
養
を
と
り
、
体
力
を

つ
け
、
風
邪
の
予
防
を
し
ま
し
ょ
う
。

行事名 と　き 受付時間 ところ

心の
健康相談

12月18日
（火）

13：30～
14：30

備
北
地
域　
　

保
健
所
相
談
室

エイズ
検査・相談

１月９日
（水）

13：00～
15：00

ご利用の前には、事前にご予約ください。

●予約・問い合わせ先
　備北地域保健所　保健対策係
　（0824）63-5181　（0824）63-5190

健
けん こ う

口バンザイ ひみこのはが
い～ぜ

「１・２・３・４」で
足を開き
「５・６・７・８」で
閉じる

パートⅡ

片足ずつゆっくり
横に開く
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ハツラツ
応援隊

ハツラツ
応援隊

ハツラツ
応援隊

すこやか保健室です

はちにんこ



・ 

代
理
人
の
参
加
の
場
合
、
委

任
状
（
委
任
者
の
実
印
を
押

印
、
印
鑑
証
明
書
添
付
）

　

詳
し
く
は
、
三
次
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

三
次
市
土
地
開
発
公
社

 

（
三
次
市
役
所
東
館
３
階
）

（
０
８
２
４
）
６
２

－

２
３
６
９

（
０
８
２
４
）
６
２

－

６
１
６
６

公売情報
三
次
市
で
は
、
市
税
・
国
保
税
の
滞
納
処
分
に
よ

り
差
し
押
さ
え
た
不
動
産
を
公
売
し
ま
す
。

公
売
予
定
地
は
左
記
の
と
お
り
、
公
売
期
日
は
１

月
10
日
（
木
）
で
す
。

な
お
、
物
件
説
明
会
を
12
月
21
日
（
金
）
９
時
か

ら
市
役
所
東
館
２
階
会
議
室
に
て
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
三
次
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

不
動
産
公
売
を
行
い
ま
す

三次市下志和地町
 1983 番 田  4,257 ㎡

見積金額　890,000 円

物件３

※ 

こ
の
公
売
は
予
告
な
く
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

財
務
部
収
納
室

（
０
８
２
４
）
６
２

－

６
１
２
７

（
０
８
２
４
）
６
２

－

６
３
５
２

 shunou@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

○
物
件
の
概
要

○
一
般
競
争
入
札
日
時

　

平
成
20
年

 

１
月
11
日（
金
）11
時
〜

○
入
札
場
所

　

三
次
市
役
所
東
館

 

２
階
会
議
室

○
入
札
時
に
必
要
な
物

・ 

入
札
保
証
金
（
入
札
金
額
の

５
％
に
相
当
す
る
現
金
、
ま

た
は
金
融
機
関
発
行
の
小
切

手
）

三
次
市
土
地
開
発
公
社
所
有
地
を
売
却
し
ま
す

所　在　地 三次市十日市東一丁目 1609 番 10
面　　　積 628.11 ㎡ 地　　目 宅　　地

道路と物件の関係 市道幅員 6.0m

法令等制限 非線引都市計画区域、近隣商業地域、
建ぺい率 80％、容積率 300％

予定価格（最低売却価格） 47,736,360 円
交 通 機 関 JR三次駅から徒歩約３分・備北交通高速バスのりば隣
公 共 施 設 備北地域事務所・市役所まで徒歩約５分

参　　　　考
・アスファルト舗装および防護柵有り
・上水道施設分担金別途必要
・公共下水道、公共桝設置済み

※物件は現状のままでの引き渡しとなります。（引き渡しは平成20年２月１日）

サング
リーン

備北
バス

R183プラザ

保育所

消防署

市役所

広島

警察署

ＪＲ三次駅
塩町

備北地域事務所
税務署

売却地

三次市西酒屋町
 841 番 宅地  575.38 ㎡
 842 番 3 原野  98.00 ㎡
 842 番 5 原野  61.00 ㎡
 家屋番号 842 番 1
  居宅  39.74 ㎡

見積金額　3,200,000 円

物件１

三次市三次町
 1667 番 宅地  612.65 ㎡
　家屋番号 1530 番の２
 居宅１階 72.72 ㎡
 ２階 37.19 ㎡
　家屋番号 1667 番
 居宅・物置１階 33.56 ㎡
 ２階 33.25 ㎡

見積金額　3,140,000 円

物件２

三次市下志和地町
 2100 番 田  3,593 ㎡

見積金額　750,000 円

物件４

三次市下志和地町
 2066 番 4 畑  1,408 ㎡

見積金額　210,000 円

物件５
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主
な
改
正
点

　

保
護
命
令
に
次
の
事
項
が
追
加
さ
れ
ま

す
。

○ 

同
居
す
る
子
へ
の
接
近
の
禁
止

 
（
６
カ
月
間
）

○ 

親
族
な
ど
へ
の
接
近
禁
止

 

（
６
カ
月
間
）

○ 

電
話
、
電
子
メ
ー
ル
な
ど
の
禁
止

 

（
６
カ
月
間
）

　

保
護
命
令
と
は
、
被
害
者
の
申
し

立
て
に
よ
り
裁
判
所
が
加
害
者
（
相

手
方
）
に
出
す
命
令
の
こ
と
で
、
接

近
禁
止
命
令
と
退
去
命
令
の
２
種

類
が
あ
り
ま
す
。
保
護
命
令
に
違
反

す
る
と
、
１
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は

１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら

れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先
・
Ｄ
Ｖ
相
談
窓
口

　

市
民
生
活
部
ひ
と
づ
く
り
推
進
室

 

（
三
次
市
青
少
年
女
性
セ
ン
タ
ー
）

・
（
０
８
２
４
）６
４

－

２
８
３
２

hito@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

平
成
20
年
１
月
か
ら
配
偶
者
暴
力

防
止
法（
Ｄ
Ｖ
法
）が
変
わ
り
ま
す

　

先
の
大
戦
に
お
い
て
公
務
死
さ
れ
た
軍

人
、
軍
属
お
よ
び
準
軍
属
の
戦
没
当
時
の

遺
族
の
方
で
あ
っ
て
、
平
成
17
年
４
月
１

日
に
お
い
て
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
な

ど
の
受
給
権
を
有
す
る
遺
族
が
い
な
い
方

に
は
、
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
支
給
順
位

①
弔
慰
金
の
受
給
者

②
子

③
父
母

④
同
姓
の
兄
弟
姉
妹

⑤
改
氏
婚
し
た
兄
弟
姉
妹

⑥
１
年
以
上
生
計
関
係
の
あ
っ
た
三
親

等
内
親
族

○
給
付
内
容

額
面
40
万
円
の
記
名
国
債（
10
年
償
還
）

○
請
求
期
限

平
成
20
年
３
月
31
日
（
期
限
厳
守
）

○
請
求
窓
口

福
祉
事
務
所
ま
ご
こ
ろ
福
祉
室
、

各
支
所
総
合
調
整
グ
ル
ー
プ

●
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
事
務
所
ま
ご
こ
ろ
福
祉
室

（
０
８
２
４
）
６
２

－

６
１
４
６

（
０
８
２
４
）
６
２

－

６
２
８
５

fukushi@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

戦
没
者
等
の
遺
族
の
皆
様
へ

特
別
弔
慰
金
の
請
求
は
お
済
み
で
す
か

12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
は
「
北
朝
鮮

人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」
で
す
。

日
本
政
府
で
は
、
北
朝
鮮
に
よ
る
日
本

人
拉
致
問
題
に
つ
い
て
情
報
収
集
を
行
う

と
と
も
に
、早
期
の
問
題
解
決
に
向
け
て
、

国
連
を
は
じ
め
首
脳
会
談
や
外
相
会
談
で

も
関
係
機
関
に
理
解
と
協
力
を
求
め
て
い

ま
す
。

昨
年
６
月
に
「
拉
致
問
題
そ
の
他
北
朝

鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処

に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
律
で
は
、
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人

権
侵
害
問
題
に
関
す
る
国
民
の
意
識
を
深

め
る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
と
連
携
し
つ

つ
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
の

実
態
を
解
明
し
、
そ
の
抑
止
を
図
る
こ
と

が
目
的
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

拉
致
問
題
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る

人
権
侵
害
問
題
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
ま

し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

広
島
法
務
局
三
次
支
局

・
（
０
８
２
４
）
６
２

－

５
０
７
０

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

　

三
次
市
で
は
、
単
独
処
理
浄
化
槽
や
く

み
取
り
便
所
を
使
用
さ
れ
て
い
る
方
が
、

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
場
合
に
、

そ
の
経
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

○
補
助
で
き
る
区
域

　

公
共
下
水
道
・
特
定
環
境
保
全
公
共
下

水
道
・
農
業
集
落
排
水
の
認
可
区
域
お
よ

び
君
田
町
・
布
野
町
以
外
の
区
域

○
補
助
限
度
額

○
そ
の
他

　

工
事
は
、
浄
化
槽
設
備
士
資
格
を
有
す

る
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
の
手
続
き
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

水
道
局
事
業
推
進
室

 

ク
リ
ー
ン
下
水
道
グ
ル
ー
プ

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
０
７

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
５
６

jigyosuishin@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

１　作木町以外
人槽区分 補助限度額
５人槽 448,000円
７人槽 520,000円

10人槽以上 657,000円

２　作木町（平成20年度まで）
人槽区分 補助限度額
５人槽 821,000円
７人槽 1,106,000円

10人槽以上 1,478,000円

浄
化
槽
設
置
補
助
制
度
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美
術
館
だ
よ
り

「三次ゆかりの作家たちⅡ　三上巴峡展」 奥田元宋・小由女美術館

　大正２年、三次市に生まれた三上巴
ハキョウ

峡は中学を卒業後、広島県
出身の日本画家・児玉希望に師事、同門の奥田元宋と共に日展を
中心とした制作活動を行います。昭和 40 年には日展出品の《鳳
凰堂》で特選を受賞し、個展を開催するなど広島県内を中心に活
躍、昭和 60 年に 71 歳で亡くなっています。
　３つの川が合流する三次の町を表わす「巴峡」を雅号とし、重
厚な風景画や繊細な花鳥画などすばらしい作品を数多く世に問
い、故郷広島に深く愛さ
れ親しまれた作家の作品の
数々をお楽しみください。雪晨　昭和45年

イルミネーションで輝きを演出
　

見
上
げ
れ
ば
星
空
、

　

見
渡
せ
ば
静
か
な
光
に
満
ち
て
い
る

三
次
の
街
…
。

　

今
年
の
冬
も
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で

街
の
輝
き
が
増
し
ま
す
。

●点灯期間
　～平成20年２月29日（金） （毎日22時まで点灯）
※出会いの広場は３月以降も週末に点灯
※三次駅前通りは４月10日まで点灯

●点灯スポット
　・出会いの広場　・三次駅前通り
　・ワインロード周辺
　　 （奥田元宋・小由女美術館、広島三次ワイナリーなど）

　
「
障
害
」
と
は
何
で
し
ょ
う
。
普
段
の

生
活
や
仕
事
な
ど
、
社
会
生
活
を
営
む

上
で
何
の
支
障
も
な
い
人
は
、
障
害
は

自
分
と
は
関
係
が
な
い
も
の
と
考
え
が

ち
で
す
。
し
か
し
、
学
校
や
職
場
、
地

域
社
会
な
ど
、
私
た
ち
の
周
り
に
は
障

害
が
あ
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。ま
た
、

自
分
自
身
も
、
病
気
や
事
故
な
ど
で
障

害
の
状
態
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

同
じ
社
会
の
一
員
と
し
て
、
障
害
の

あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
皆
で
、
障

害
や
障
害
の
あ
る
人
の
こ
と
を
知
り
、

身
近
な
事
と
し
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

三
次
市
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

（
０
８
２
４
）６
５

－

１
１
３
１

（
０
８
２
４
）６
５

－

１
１
３
２

support@
p1.pionet.ne.jp

●と　き　12月14日（金）～
 平成20年１月27日（日）10時～ 18時
　　　　　12月24日（月）・25日（火）は22時まで開館
●休館日　 12月28日（金）～
 平成20年１月１日（火）、１月９日（水）
●ところ　奥田元宋・小由女美術館
●観覧料　一般：800（700）円　ペアチケット：1,500円
　　　　　大学生：400（300）円　高校生以下：無料
　　　　　※ （　）は前売りおよび20名以上の団体料金
　　　　　※ペアチケットは一般男女のペアが対象

【年末年始のお休み】
　 12 月 28日（金）～平成 20年
１月１日（火）の間、休館します。
　 平成 20年１月２日（水）から
は、通常通り開館します。

●問い合わせ先
　奥田元宋・小由女美術館
　　 （0824）65-0010
　　 （0824）65-0012
　　 info@genso-sayume.jp

▲出会いの広場
　シンボルツリー

奥田元宋・小由女美術館周辺

映画上映会
●映画名
　「ウイニング・パス」
●と　き
　12月15日（土）
13時開場　13時30分～上映

●ところ
　 みよしまちづくり
センター
 ぺぺらホール
●入場料　無料
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く ら し 役 立 ち 情 報く ら し 役 立 ち 情 報

年末をむかえ、農業所得の決算時期になりました。
市県民税の申告相談会場には、収入と支出のわか
る貯金通帳やレシートなどを整理し、各自で月別集
計表（広報みよし１月号に折り込みます）を家で作
成してご持参ください。この月別集計表ができてい
ないと受け付けができません。
また、カントリーエレベーター利用料や土地改良
償還金などの必要経費、野菜の出荷金額、米の売り
上げ代金、共済の補償金などの収入についても、必
ず各自で資料を集めて家で月別集計表・申告書を作
成してください。受付時間短縮のため、ご協力をお
願いします。
収支計算の方法や集計の仕方などがわからない方
は、お気軽にお尋ねください。

●問い合わせ先　財務部課税室市民税グループ
 （0824）62-6122
 （0824）62-6137
　　　　　　　　各支所総合調整グループ

飲
用
水
施
設
補
助
（
ボ
ー
リ
ン
グ
補
助
）
制
度

　

三
次
市
で
は
、
水
道
が
な
い
地
域
で
、

生
活
用
水
を
確
保
す
る
た
め
の
ボ
ー
リ
ン

グ
を
行
う
場
合
に
、
そ
の
経
費
の
一
部
を

補
助
し
て
い
ま
す
。

○
補
助
で
き
る
区
域

　

水
道
事
業
の
計
画
区
域
以
外
の
区
域

　

た
だ
し
、
計
画
区
域
内
で
も
１
年
以
内

に
給
水
が
開
始
さ
れ
な
い
区
域
は
、
補
助

の
対
象
と
な
り
ま
す
。（
給
水
が
開
始
さ

れ
た
と
き
に
必
ず
加
入
す
る
こ
と
が
条
件

で
す
）

○
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方

・ 

補
助
で
き
る
区
域
内
に
お
住
ま
い
の

方
、
あ
る
い
は
今
か
ら
住
も
う
と
し
て

い
る
方

・ 

日
常
に
必
要
な
飲
用
水
が
不
足
し
て
い

る
方
、
ま
た
は
水
質
が
良
く
な
い
と
お

困
り
の
方

・ 

今
ま
で
補
助
を
受
け
て
い
な
い
方

・ 

市
税
な
ど
を
完
納
し
て
い
る
方

○
補
助
の
対
象

　

飲
用
水
検
査
に
合
格
（
＊
１
）
し
た
一

定
の
水
量
（
＊
２
）
を
確
保
す
る
た
め
の

ボ
ー
リ
ン
グ
ま
た
は
掘
井
戸
の
費
用
の
ほ

か
、
揚
水
ポ
ン
プ
、
水
質
お
よ
び
水
量
検

査
の
費
用

・ 

貯
水
設
備

・ 

滅
菌
器
な
ど
水
質
基
準
に
適
合
し
な
い

含
有
物
を
取
り
除
く
た
め
の
装
置

・ 

水
源
調
査
の
経
費

・ 

補
助
対
象
の
施
設
間
の
配
管

＊
１ 　

一
般
細
菌
等
が
検
出
さ
れ
た
場
合

で
、
煮
沸
し
て
利
用
す
る
場
合
は
、
そ

の
限
り
で
あ
り
ま
せ
ん
。

＊
２ 　

２
５
０
リ
ッ
ト
ル
×
利
用
人
数
の
日

量
確
保
が
必
要
で
す
。

○
補
助
金
額
な
ど

　

 

補
助
対
象
経
費
お
よ
び
補
助
金
の
上
限
額

は
、次
の
と
お
り
で
す
。（
補
助
率
１
／
２
）

　

申
請
の
手
続
き
な
ど
詳
細
に
つ
い
て

は
、
三
次
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

水
道
局
事
業
推
進
室

 

フ
レ
ッ
シ
ュ
水
道
グ
ル
ー
プ

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
６
５

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
５
６

jigyosuishin@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

共同で事業
する軒数

補助対象
経費 補助金額

１軒 80万円 40万円

２軒 160万円 80万円

３軒 200万円 100万円

４軒 240万円 120万円

５軒 280万円 140万円

６軒 320万円 160万円

７軒 360万円 180万円

８軒～ 400万円 200万円

農業所得の集計は、自分で調べて、自分で書きましょう！
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く ら し 役 立 ち 情 報く ら し 役 立 ち 情 報

納税相談は
いつでも気軽に
ご相談ください。

●問い合わせ先

全
国
一
斉
多
重
債
務
相
談
窓
口

を
開
設
し
ま
す

　

多
重
債
務
の
整
理
な
ど
多
重
債
務
者
に

関
わ
る
一
日
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

○
と　

き

　

12
月
16
日（
日
）10
時
〜
16
時

○
と
こ
ろ

　

三
次
市
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
４
階

　
　

※
相
談
は
無
料
で
す
。

　
　

※
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

●
受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
生
活
部
ひ
と
づ
く
り
推
進
室

 

生
活
相
談
グ
ル
ー
プ

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
２
２

（
０
８
２
４
）６
３

－

２
８
０
９

hito@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

12
月
は
徴
収
強
化
月
間
で
す

　

三
次
市
債
権
確
保
対
策
本
部
で
は
、
12

月
を
「
債
権
確
保
徴
収
強
化
月
間
」
と
し

て
、
未
収
と
な
っ
て
い
る
市
税
・
使
用
料
・

貸
付
金
な
ど
の
徴
収
を
強
化
し
ま
す
。

　

未
収
金
解
消
の
た
め
市
職
員
が
一
斉
に

訪
問
し
、
徴
収
を
行
う
と
と
も
に
、
差
し

押
さ
え
な
ど
の
法
的
措
置
を
実
施
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

三
次
市
債
権
確
保
対
策
本
部
事
務
局

　

財
務
部
収
納
室
収
納
グ
ル
ー
プ

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
２
７

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
５
２

shunou@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

県
職
員
の
併
任
徴
収
を

行
い
ま
す

　

市
と
県
の
共
通
課
題
で
あ
る
個
人
住
民

税
（
個
人
の
市
・
県
民
税
）
な
ど
の
滞
納

整
理
を
促
進
し
、
市
と
県
の
収
入
を
確
保

す
る
た
め
、
12
月
１
日
か
ら
平
成
20
年
３

月
31
日
ま
で
の
間
、
県
税
務
局
の
徴
収
対

策
担
当
２
名
が
駐
在
し
、
市
の
職
員
と
共

同
で
滞
納
整
理
を
実
施
し
ま
す
。

　

主
に
自
動
車
の
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
、捜
索
、

自
動
車
公
売
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

財
務
部
収
納
室
収
納
グ
ル
ー
プ

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
２
７

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
５
２

shunou@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

《
相
談
内
容
》

　

実
在
す
る
大
手
消
費
者
金
融
会
社
の
社

名
や
ロ
ゴ
、
広
告
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
を

無
断
で
使
用
し
た
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
や

チ
ラ
シ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
お
と
り
広

告
」
を
使
い
、
借
り
入
れ
の
セ
ー
ル
ス
を

す
る
悪
質
な
事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

《
注
意
点
》

　

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
に
記
載
さ
れ
た
電

話
番
号
に
電
話
を
す
る
と
、
個
人
情
報
を

聞
き
出
そ
う
と
し
た
り
、
法
外
な
要
求
を

受
け
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
連
絡
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・ 

絶
対
に
お
金
を
振
り
込
ま
な
い
で
く
だ

さ
い
。

■ 

不
安
や
お
悩
み
が
あ
れ
ば
早
め
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー

市
役
所
東
館
１
階
生
活
相
談
グ
ル
ー
プ

相
談
日
時

毎
週
月
・
火
・
木
・
金
曜
日
９
時
〜
16
時

　

生
活
相
談
グ
ル
ー
プ
で
は
、
悪
質
業
者

の
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
の
出
前
講
座
を

行
っ
て
い
ま
す
。
常
会
や
地
域
で
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
生
活
部
ひ
と
づ
く
り
推
進
室

 

生
活
相
談
グ
ル
ー
プ

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
２
２

（
０
８
２
４
）６
３

－

２
８
０
９

hito@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

消
費
者
の
窓

「
お
と
り
広
告
」に
騙
さ
れ
な
い
よ
う
に

  月の
納税
12

【納付方法】
財務部収納室収納グループ
（0824）62-6127
（0824）62-6352
shunou@city.miyoshi.hiroshima.jp

【課税内容】
財務部課税室市民税グループ
（0824）62-6122
（0824）62-6137
kazei@city.miyoshi.hiroshima.jp

●市県民税（４期）
●国民健康保険税（６期）

納期限は
12月25日（火曜日）です。
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く ら し 役 立 ち 情 報く ら し 役 立 ち 情 報

　現在、自宅や会社にいながらオンラインによる登記事項証明書の送
付請求が可能となっています。
　平成 19 年４月１日から、オンラインによる登記事項証明書請求の
手数料は１通あたり 1,000 円から 700 円に引き下げられ、郵送料も不
要です。

窓口で請求 通常の郵送請求 オンラインで請求
登記事項証明書
請 求 手 数 料

1,000 円 1,000 円 700 円

返 信 郵 送 料 ― 請求者負担 法務局負担

　ぜひ、オンラインでの請求をご利用ください。
　※ このオンラインを利用されるには、事前に必要なプログラム〔無料〕をインストールするなどの事
前準備をする必要があります。詳しい利用方法は、法務局ホームページにアクセスしてください。

「証明書の請求はオンラインで !!」

●問い合わせ先　広島法務局三次支局
　 （0824）62-2504　　法務局ホームページ　http://houmukyoku.moj.go.jp/

★確定申告会場の開設日程
　 　平成 19 年分の確定申告会場は「CCプラザ三階プ
ラザホール」です。
　 　昨年の「日本たばこ産業㈱跡地の事務所」から確
定申告会場を変更していますのでご注意ください。
　 　なお、開設期間は平成 20 年２月１日（金）～３月
17 日（月）、受付時間は９時～ 16 時（土、日、祝日
を除く）です。

三次税務署からのお知らせ

①HPからカンタン申告
　 　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」から直接電子申
告ができます。

②最高5,000円の税額控除
　 　本人の電子署名および電子証明書を付して所得税の確定申告を e-Tax
で行うと、最高 5,000 円の所得税の税額控除を受けられます（平成 19
年分または平成 20 年分のいずれか１回）。

③添付書類が提出不要
　 　所得税の確定申告を e-Tax で行う場合、医療費の領収書や源泉徴収票
などは、提出に代えて、記載内容を入力して送信できます（確定申告期
限から３年間、添付書類の提出または提示を求められることがあります）。

④還付金がスピーディー
　 　e-Taxで申告された還付申告は早期処理しています（３週間程度に短縮）。
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●問い合わせ先　三次市作木町下作木674　三次広域商工会作木支所
 （0824）55-2124　 （0824）55-3535

「みよし美容飲料」

【ゆずカクテルのおいしいお話】
　 ゆずとグラニュー糖を混ぜたものを熟成させ、お酒で
割った飲料です。
　 このカクテルに使われているお酒は、作木産の酒米を使
用した地酒「わかたの酒」で、昔からの人気商品です。
ビタミンＣが含まれており、美肌効果があるとされています。

売価

 500円
美容テーマ
　 コラーゲンでお肌に
張りを

使用している特産品
　 いのししガラ

提供期間　冬季限定

ゆずカクテル
【いのししガラスープのおいしいお話】
　 いのししのガラを煮込み、アクをきれいに取り、塩コショ
ウで味付けたスープです。

　 くさみがなくコクもあり、なかなかおいしいスープです。
　 お好みで少し香辛料をおとしてお召し上がりください。

いのししガラスープ

売価

 500円
美容テーマ
　ビタミンＣで若返り

使用している特産品
　 作木産天然ゆず
　わかたの酒

提供期間　冬季限定

１）12月募集住宅 募集戸数：各１戸、募集期間：12月17日（月）～12月25日（火）
 （※入居適格者が募集戸数を超える場合は抽選となります。）

住　宅　名 場　　　所 月額家賃
（月収による） 構造・間取り等 収入要件

（月収額は法の規定により算定） その他の要件等

下板木住宅
 ３号（平成５年度築）

三和町羽出庭
 3012番地３ 16,500円～ 木造２階建、

3DK、水洗
政 令 月 収 額
200,000 円 以 下
（高齢者世帯、障害
者世帯などの場合
268,000円以下）
の世帯

①現在、住宅に困っていること。
②申込者と同居親族が、税金およびその他の料
金を完納していること（非課税世帯を除く）。
③同居者は、夫婦（婚約者、内縁関係含む）親子
を主体とした親族であること。
④申込者または同居親族が暴力団員でないこと。

大歳住宅
 ７号室（昭和55年度築）

甲奴町本郷
 1247番地 12,500円～ 簡易耐火２階建、

3DK、汲取り
みどりヶ丘住宅
 12号（昭和62年度築）

三良坂町三良坂
 461番地116 13,300円～ 木造２階建、

3DK、水洗

２）随時募集住宅 募集戸数：各１戸、受付・審査後入居可能
住　宅　名 場　　　所 月額家賃

（月収による） 構造・間取り等 収入要件
（月収額は法の規定により算定） その他の要件等

伊賀和志住宅１号棟101号室
 （昭和54年度築）

作木町伊賀和志
 226番地３ 8,100円～ 簡易耐火平屋建、

3DK、汲取り
政 令 月 収 額
200,000 円 以 下
（高齢者世帯、障害
者世帯などの場合
268,000円以下）
の世帯

①現在、住宅に困っていること。
②申込者と同居親族が、税金およびその
他の料金を完納していること（非課税
世帯を除く）。
③同居者は、夫婦（婚約者、内縁関係含む）
親子を主体とした親族であること。
④申込者または同居親族が暴力団員でな
いこと。

伊賀和志住宅２号棟202号室
 （昭和55年度築）

作木町伊賀和志
 226番地３ 10,500円～ 簡易耐火２階建、

3DK、汲取り
天楽住宅４号棟107号
 （昭和57年度築）

作木町下作木
 828番地１ 11,500円～ 簡易耐火２階建、

3DK、汲取り
祇園住宅６号
 （昭和54年度築）

甲奴町小童
 1011番地 11,900円～ 簡易耐火２階建、

3DK、汲取り
宇賀住宅３号棟３号
 （昭和61年度築）

甲奴町宇賀
 1205番地２ 12,500円～ 木造２階建、

3DK、汲取り
松ヶ瀬団地―特定公共賃貸住宅―
３号棟１号室（平成６年度築）
 単身者用

君田町東入君
 240番地 18,000円 木造２階建、

1DK、水洗 政 令 月 収 額
200,000円を超え
601,000円以下

①現在、住宅に困っていること。
②申込者が、税金およびその他の料金を
完納していること。
③申込者が暴力団員でないこと。

松ヶ瀬団地―特定公共賃貸住宅―
４号棟２号室（平成６年度築）
 単身者用

君田町東入君
 240番地 21,000円 木造２階建、

2DK、水洗

３）申し込みに必要な書類　市営住宅の申し込みをされる際には、所定の入居申込書をご提出ください。
●申し込み・問い合わせ先　建設部あかるい住宅室
 （0824）62-6161　 （0824）62-6166　 jutaku@city.miyoshi.hiroshima.jp

または各支所地域整備グループ

市営住宅入居者募集

22広報みよし12月 ■
MIYOSHI 2007 NO.45

23 ■ 広報みよし12月
MIYOSHI 2007 NO.45

ビナ宅住



…………第16回「備北の風土」写真コンテスト………… ……第18回備北短歌大会……
①作　品　 自由詠１人２首以内
　　　　　（自作・未発表のもの）
②出詠料　１首につき1,000円
③締　切　 平成20年１月18日（金）必

着
④出詠先　 第18回備北短歌大会運営

委員会事務局
　　　　　　三次市三次町1691-４
 三次市文化会館内
 （0824）63-6335
⑤主　催　 広島県文化団体連合会備

北支部、三次市文化連盟
⑥大　会　 平成20年３月８日（土）
 12時～ 16時
 三次市文化会館

①題　　材　 備北の自然や生活文化を題材にしたもの
　　　　　　（撮影地は三次市・庄原市内）
②規 格 等　 銀塩・デジタルどちらも可、４ツ切り（ワイド可）、

額装またはパネル貼り、モノクロ・カラーいずれ
も可。１人２点以内（未発表のもの）

③出 品 料　１点につき1,000円
④応募資格　三次市・庄原市に居住又は勤務する方
⑤搬入期間　平成20年１月22日（火）～ 23日（水）　10時～ 17時
⑥搬 入 先　広島県文化団体連合会備北支部事務局
　　　　　　　庄原市西本町２丁目17-15　庄原市民会館内
 （0824）72-5453
⑦主　　催　広島県文化団体連合会備北支部
⑧表 彰 等　大賞（賞状と副賞１万円）１点ほか
　　　　　　　表彰式　平成20年３月２日（日）
　　　　　　　展　示　平成20年２月29日（金）～３月２日（日）
 庄原市民会館

※ いずれも、所定の出品票・出詠票によりご応募ください。詳しくは、各募集要項をご覧ください。（三
次市文化会館、みよしまちづくりセンターおよび各支所に設置）

●問い合わせ先　広島県文化団体連合会備北支部事務局　 ・ （0824）72-5453

作品募集
地域文化の振興のため、次の作品を募集しています。
みなさんふるってご応募ください。

○顕彰の種類
　芸術文化、スポーツ部門でそれぞれ顕彰します。
　（芸術文化賞・スポーツ賞）
○顕彰の対象
　三次市に在住または通勤・通学する個人・団体
で、平成19年１月１日～ 12月31日までの間に他
の模範として推奨できる成果・成績をおさめてい
ること。
○顕彰の時期
　平成20年３月（顕彰式で賞状、盾、記念品を贈呈）
○推薦期間・方法
　推薦書を平成 20 年１月 18 日（金）までに、郵
送または持参してください。
　 （推薦書は秘書広報担当、各支所、小中学校にあ
ります。三次市ホームページからもダウンロード
できます。）

○選考・決定
　選考委員会で審議し、決定します。

●提出・問い合わせ先
　市長公室秘書広報担当
　〒 728-8501　三次市十日市中二丁目８番１号
（0824）62-6103　 （0824）62-6223
hisyo@city.miyoshi.hiroshima.jp

P
ピ ッ ク

ICK U
ア ッ プ

P S
ス タ ー ズ

TARS  ～熱き挑戦者たち～
芸術・文化・スポーツでがんばり、輝いている人をたたえます。

　三次市では、芸術文化、スポーツ部門の各分野で、目標に向かって絶え間ない努力のもとチャレンジし、
他の模範として推奨できる成果・成績をおさめた人を顕彰します。
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で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
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０
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２
４
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８

m
iyoshi-m

-a@
excite.co.jp

学科 募集人員 受験資格 修業年限

第一
看護
学科

60人

高等学校卒業者（平成20
年３月高等学校卒業見込
みの者を含む）、または、
これと同等以上の学力が
あると認められる者

３年

第二
看護
学科

20人

准看護師の免許取得後、
３年以上業務に従事して
いる者、もしくは、准看
護師の免許取得者（平成
20年３月免許取得見込
みの者を含む）で高等学
校卒業者（平成20年３月
卒業見込みの者を含む）、
または、高等学校卒業と
同等以上の学力があると
認められる者

２年

（注） 募集人員には、推薦入試の合格者を含
んでいます。

24広報みよし12月 ■
MIYOSHI 2007 NO.45

25 ■ 広報みよし12月
MIYOSHI 2007 NO.45



図
書
館
コ
ー
ナ
ー

１
月
の
行
事

広
島
北
部
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

訓
練
講
座
等･

案
内

● 定員になり次第、受け付けを締め切ります。※ 時間は変更になる場合があります。

職業訓練

●申し込み・問い合わせ先　広島北部地域職業訓練センター　 ・ （0824）62-8500　 info@nhvtc.ac.jp
●ホームページをご利用ください。　http://www.nhvtc.ac.jp

行事名 日時 対象
三次市立図書館 （0824）62-2639　　　 （0824）63-2861
ぐるんぱ １月９日（水）10：30 ～ 幼児から
このほんだいすきぷーさんの会 １月12日（土）10：30 ～ 幼児から
たんぽぽ １月12日（土）14：00 ～ 幼児から
トトロのよみきかせ １月26日（土）15：00 ～ 幼児から
※場所はいずれも２階（畳の部屋）です。
君田図書館 ・ （0824）53－7050
ばんびのお話し広場 １月26日（土）13：30 ～ 幼児から
布野図書館 （0824）54－2111　　　 （0824）54－2429
絵本の会「空色のたね」 １月19日（土）10：30 ～ 幼児から
作木図書館 （0824）55－2115　　　 （0824）55－7010
絵本の会「どんぐり」 １月26日（土）10：30 ～ 幼児から
吉舎図書館 （0824）43－3444　　　 （0824）43－7272

吉舎古文書の会 １月５日（土）10：00 ～ 一般
（年会費3,000円）

おはなし広場 １月22日（火）10：30 ～ 幼児から
三良坂図書館 ・ （0824）44－2749
おはなし会 １月22日（火）10：30 ～ 幼児から
三和図書館 （0824）52－3739　　　 （0824）52－3740
読書会 １月11日（金）13：30 ～ 一般
おひざにだっこのおはなしたいむ １月18日（金）11：00 ～ 乳幼児から
絵本の広場 １月19日（土）14：00 ～ 幼児から
甲奴図書館 （0847）67－3532　　　 （0847）67－3538
「へびくんのおさんぽ」のお話し会 １月19日（土）14：00 ～ 幼児から
年末年始の休館日について
●12月29日から１月３日は休館します。本の返却はブックポストをご利用ください。
　（※視聴覚資料は１月４日以降、直接カウンターに返却してください）
●12月24日と１月７日の月曜日は全館、平常どおり開館します。

講　　座　　名 期　　間 時間 定員
（人）

受　講　料（会員）
受　講　料（一般）

パソコン会計講座 １/10 ～３/18 火・木 13:00 ～
16:00 20 30,000円（テキスト代別）

Word（ステップ２入力編） １/16・18・21 水・金・月 13:00 ～
16:00 20

6,000円（テキスト代込）
8,000円（テキスト代込）

インターネット １/21・23・25 月・水・金 13:00 ～
17:00 20

8,000円（テキスト代込）
11,000円（テキスト代込）

Excel基本操作コース １/10 ～２/７ 月・木 18:30 ～
20:30 20

9,000円（テキスト代込）
11,000円（テキスト代込）

パソコン基本操作コース １/11 ～２/５ 火・金 18:30 ～
20:30 20

9,000円（テキスト代込）
11,000円（テキスト代込）

ブログ作成 １/７・９・11 月・水・金 13:00 ～
16:00 20

6,000円（テキスト代別）
8,000円（テキスト代別）

パソコン財務会計主任者
試験準備講座 １/15 ～２/14 火・木 18:30 ～

20:30 20 12,000円（テキスト代別）

中間管理職研修
（実用プレゼンテーション基本講座） １/24・25 木・金 ９:00 ～

16:00 20
17,000円（昼食費込）
20,000円（昼食費込）
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ＤＡＴＡ

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

●三次市広報番組 ●

※ 外国人登録を含む

奥田元宋・小由女美術館 【第２水曜休館】
（0824）65-0010　 （0824）65-0012
12月14日㈮～
１月27日㈰ 三次ゆかりの作家たちⅡ　三上巴峡展

12月24日㈪・
25日㈫

開館時間延長日（22時まで開館）
お月見とロビーコンサートをお楽しみください。

12月28日㈮～
１月１日㈫ 年末年始休館日

はらみちを美術館 【12月は第４火曜休館】
（0824）53-7021　 （0824）53-2119
～ 12月24日㈪ ロビー企画展「活き活き生きる会創作展」

～2008年
５月19日㈪ はらみちを「りまあく」原画展

三良坂平和美術館 【月曜休館（祝日を除く）】
・ （0824）44-3214
12月29日㈯～
１月３日㈭ 年末年始休館日

美術館あーとあい・きさ 【月曜休館（祝日を除く）】
・ （0824）43-2231
～ 12月24日㈪ 第４回広島日展会総合小品展

12月29日～
１月３日㈭ 年末年始休館日

広島県立歴史民俗資料館（小田幸町）
（0824）66-2881　 （0824）66-3106
12月13日㈭～
１月20日㈰

展示会
　「絵図の世界－絵図からわかる地域の歴史－」

～３月16日㈰ 歴史民俗展示室展示
　「ちょっと昔のくらしと道具」

～３月23日㈰ 展示会
　「県北近代のやきもの－忘れられた金保焼・木呂田焼－」

１月13日㈰ 歴風トーク
　「ナイフ形石器の機能－考古学の方法を考える－」

１月18日㈮～
３月30日㈰ スポット展　「ナイフ形石器の謎」

みよし運動公園（東酒屋町）
（0824）62-1994　（0824）64-0344
６日㈰ テニス初打ち会

20日㈰ 県北カップ第２回テニス大会

広島県立みよし公園（四拾貫町）
（0824）66-3366　 （0824）66-3370　http://miyoshi-park.jp/
４日㈮・５日㈯・
６日㈰ ソフトテニス国体少年女子強化合宿

13日㈰ 第17回三次オープン卓球大会（一般観覧可能）

14日㈪ ㈶広島県バレーボール協会北部支部審判研修会

15日㈫ パークゴルフともえ会月例会

18日㈮
広島県教育委員会学校体育スポーツ研修事業
スポーツ指導講座
（運動部活動実技指導）「水泳指導実践講座」

19日㈯ 第32回広島県JA役職員バレーボール同好者大会

20日㈰ 第32回北部支部高等学校バレーボール選手権大会
（一般観覧可能）

21日㈪ 第26回フレンドパークゴルフ大会（一般参加可能）

25日㈮ 三次市パークゴルフ協会月例会

26日㈯ 第18回カルチャーセンター杯フットサル大会
（一般参加可能）

27日㈰ 2008広島ジュニアバレーボール大会北部予選
（一般観覧可能）

人口の動き人口総数… 60,140 人（－ 61 人）
男………… 28,491 人（－ 9人）
女………… 31,649 人（－ 52 人）
世帯総数… 24,125世帯（＋2世帯）

12 月 1 日現在
（　）は対前月比

ハローワーク三次の求人・求職状況
月間有効求職者数 1,025 人
月間有効求人数… 1,346 人
月間有効求人倍率…1.31 倍

10月分
求人募集･仕事の相談は
ハローワークへ！
（0824）62 ー 8609
（0824）62 ー 1859

交通事故多発予報
警報日………………………………１月 4日㈮
北部ブロック警報日………………１月 23 日㈬
路線別注意報日（R54）……………１月 4日㈮
県下一斉警報日……………………１月 29 日㈫
警 報 日：交通事故発生の可能性がもっとも高い日

《１月》

降 水 量 ………… 31.0 ㎜
平均気温…………… 8.8℃
最高気温……20.8℃（９日）
最低気温……-1.2℃（23 日）

11 月の気象

気象統計
資料による

気 象 庁

主な行事

　イベント情報や観光スポットの紹介など、
三次の旬な話題を毎週お届けします。
○放送日　毎週土曜日　11 時 55 分～
　　　　　※  12 月 29 日、１月５日の年末年始は

放送をお休みします。
○放送局　広島テレビ放送

来て！
観て！みよし
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１月の主な行事 ミヨシDo  スポーツ



携帯電話でも三次市の情報を提供しています。
ＱＲコードをバーコード読み取り機能付携帯電話で読み取ってください。

三次市携帯電話サイト　
http://www.city.miyoshi.hiroshima.jp/i/
※一部の機種で、コンテンツの内容が正しく表示されない場合があります。
あらかじめご了承ください。
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▲ 太鼓の形にあわせ、丁寧に紙を貼り
付けていく。

▲飼料袋を２枚貼り、下地を作る。

▲ 十日市中学校で行われた伝統文化体
験教室で、三次紙太鼓の製作を指導。

　“今年こそは”の思いでスタートした2007年も、はや師走…。最後の
月ということだけでも気ぜわしさが増すのではないでしょうか。
　総決算として一年を振り返り、良かったことは自己満足であっても自
分を称える時間を、反省すべきことは自分を戒める時間を…。気ぜわし
さの中にも、そんな時間が必要なのが12月なのかもしれません。
　結果として自分を信じたいですね。来月には、例年のごとく“今年こそ
は”の思いでうまくスタートを切るためにも…。甲

編
集
後
記

　

十
日
市
東
に
あ
る
身
体
障
害
者
小
規
模
通

所
授
産
施
設
「
か
ぜ
く
さ
」。
三
次
紙
太
鼓

の
復
元
に
関
わ
ら
れ
た
大
谷
周
治
さ
ん
（
平

成
18
年
度「
み
よ
し
の
匠
」認
定
）の
指
導
が

き
っ
か
け
で
紙
太
鼓
の
製
作
が
定
着
し
、
組

織
と
し
て
技
の
伝
承
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
中
で
中
心
的
に
紙
太
鼓
の
製
作
に

携
わ
る
の
が
、
堀
野
正
夫
さ
ん
。

　

施
設
に
入
所
す
る
ま
で
全
く
知
ら
な
か
っ

た
と
い
う
三
次
紙
太
鼓
製
作
。「
大
谷
さ
ん

が
作
る
の
を
見
て
『
お
も
し
ろ
そ
う
だ
な
』

と
思
い
、
見
よ
う
見
ま
ね
で
作
り
方
を
覚
え

た
」
と
、
紙
太
鼓
と
の
出
会
い
を
語
ら
れ
ま

し
た
。

　

部
材
の
加
工
か
ら
仕
上
げ
の
工
程
ま
で
幅

広
く
作
業
が
で
き
る
堀
野
さ
ん
は
、
作
業
工

程
を
工
夫
し
、
他
の
通
所
者
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
な
ど
し
て
、
技
の
伝
承
に
一
役
か
っ
て
い

ま
す
。

　

地
域
で
紙
太
鼓
の
作
成
指
導
も
し
て
お

り
、
先
日
行
わ
れ
た
「
み
よ
し
健
康
福
祉
ま

つ
り
」
に
も
参
加
。
年
に
３
、４
回
は
学
校

や
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
に
も
出
向
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、
干
支
に
ち
な
ん
だ
、
は
ら
み
ち

を
さ
ん
作
の
絵
柄
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
新

し
い
デ
ザ
イ
ン
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
「
体
が
元
気
で
あ
る
限
り
頑
張
り
た
い
。

子
ど
も
た
ち
に
（
紙
太
鼓
製
作
を
）
教
え
る

の
が
楽
し
み
な
ん
で
す
」
と
堀
野
さ
ん
。
寡

黙
な
中
に
も
、
こ
れ
か
ら
の
夢
を
し
っ
か
り

と
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▲ きんさい祭で使用する柄付太鼓のほか、飾るタイプのものもある。太鼓に
使用する絵柄は、写真やイラストなど、どんなデザインでも要望に応じる。
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　生活上の悩みをもっている地域の人々の相談相手となり、地域住民と関係行政機関
とを結ぶパイプ役として活動しています。
　一斉改選にともない、次の189名が委嘱されました。 【平成19年 12月１日現在】

担当課　福祉事務所まごころ福祉室　 （0824）62-6146 （0824）62-6285

（ ）民生委員・児童委員  169 名
主任児童委員  20 名

□……主任児童委員

■三次地区（19名）〔民生委員・児童委員17名　主任児童委員2名〕
名　　前 住　　所 電　　話 担　　当　　地　　区
中岡　敏枝 山家町571-2 0824-63-7795 山家町
近藤　幸惠 東河内町808 0824-63-7812 東河内町、穴笠山岡
小山　和夫 穴笠町104 0824-63-8505 西河内上 1・2組、中 1・2組、穴笠（穴笠山岡を除く）

□ 岩見　篤子 西河内町320 0824-63-7038 三次・河内地区全域
末盛　共榮 小文町2 0824-62-4348 小文町、西河内町下1・2組、段
松本　好文 三次町1635-20 0824-63-0785 太才町 1・2、宮の峡
丸山　民子 三原町353 0824-63-6640 三原町、山家町の一部、郷川
森川　幸郎 三次町1317 0824-62-4782 内町 1・2

□ 平岡甚二郎 三次町854-29 0824-63-9092 三次・河内地区全域
湯川由美子 三次町1467 0824-62-2819 西中町、大工町
小田　貞子 三次町1491 0824-62-2280 住吉町 1・2
重廣　明美 三次町1680-1 0824-63-4492 大内通り 1・2
山田　清司 畠敷町475 0824-63-1551 稲荷町
新林　興次 三次町1553 0824-62-2554 本通り、旭町
大前　宏一 三次町1049 0824-62-3790 中所
武内　一登 日下町62 0824-63-8633 日下町、板崎
守満　文子 三次町1806 0824-62-2804 西本町、栄町、上町
世良　英成 三次町甲163 0824-63-7746 寺戸（願万寺）
谷兼　誠 三次町212 0824-63-7692 寺戸

■十日市地区（23名）〔民生委員・児童委員21名　主任児童委員2名〕
名　　前 住　　所 電　　話 担　　当　　地　　区
福間　洋子 西酒屋町甲156 0824-63-5906 西酒屋町（上本谷、下本谷、営住宅）

□ 今井　仁美 東酒屋町1273 0824-63-6037 十日市・酒屋地区全域
國重　　巖 西酒屋町1360 0824-63-7745 西酒屋町（船所1・2・3・4）、三軒屋、末元
松岡　　弘 東酒屋町376-2 0824-63-5566 東酒屋町（大東1・2・3、門田上・下、松尾、徳市）
宗清　誠子 十日市中4-6-14 0824-63-7568 中 3-12 ～ 17、中 4-5 ～ 9
鳥谷　明正 十日市西5-8-20 0824-62-5002 西 2-13、西 3-2 ～ 16、西 4-3 ～ 9、西 5-5・6・9、植松、大村
中重　暢子 十日市東5-1-1 0824-63-0712 東 4-1 ～ 13、東 5-1・3・9・11～ 20、東 6-1
大平富志子 十日市中2-9-16 0824-62-2591 中 1-2 ～ 4、中 2-8 ～ 12・14
小田　明男 十日市南7-4-10 0824-63-7569 南 6-7 ～ 14、南 7-3 ～ 5・11・12、西 2-1 ～ 3・9～ 12、西 3-1
伊川　由子 十日市中3-10-17 0824-62-3325 中 2-4・5・7、中 3-1 ～ 11
麓　　知子 十日市東5-5-27 0824-63-1650 東 5-2・4～ 8・10、東 6-2 ～ 13
後藤　邦昭 十日市中4-1-1 0824-62-2772 中 4-1 ～ 4・10～ 17、東 1-6 ～ 16
髙野佐智子 十日市西6-7-15 0824-62-5292 中 1-10 ～ 14、中 2-13・15、西 6-1 ～ 10、西 1-14 ～ 15
新家　嘉宏 十日市西5-11-21 0824-63-7449 西 2-4 ～ 8、西 4-1・2・10、西 5-1 ～ 4・7・8・10～ 15
政信　孝士 十日市南7-6-5 0824-62-3886 南 6-5・6、南 7-1・2・6～ 10
三好　孝子 十日市南6-22-13 0824-63-1711 南 4-4 ～ 13、南 6-2 ～ 4・15～ 28
安宗　暢子 十日市東1-4-36 0824-63-7419 南 1-2 ～ 11、東 1-1 ～ 5、中 2-1 ～ 3・6
德田つね子 十日市西1-4-25 0824-62-4711 中 1-1・5～ 9、西 1-1 ～ 13
冨士原百合子 十日市東3-13-11 0824-63-5860 東 3-2 ～ 5・7～ 16
坂本　邦男 十日市南2-2-12 0824-63-5675 南 1-1、南 2-1 ～ 16、南 3-1 ～ 16
山根　弘子 十日市南5-5-18 0824-63-5444 南 4-1 ～ 3、南 5-1 ～ 10、南 6-1
岸　　武彦 十日市東2-5-10 0824-62-9517 東 2-1 ～ 15、東 3-1・6

□ 岩井タカ子 十日市東5-15-38 0824-62-4517 十日市・酒屋地区全域

三次市民生委員・児童委員及び
主任児童委員一覧

（高齢者実態調査でお配りしている冊子「福祉・保健サービス」の中の委員一覧から変更されています）
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■八次地区（16名）〔民生委員・児童委員14名　主任児童委員2名〕
名　　前 住　　所 電　　話 担　　当　　地　　区
上田　憲昭 四拾貫町1072-2 0824-63-8754 四拾貫（段、日南、中組、大迫団地、山家、池の内、生協団地他）
𠮷村　文昭 畠敷町1773-3 0824-63-8957 畠敷上（宮田、半坂の一部、国交省アパート及びその付近）
鷲尾　定子 南畑敷町38-7 0824-63-7705 南畑敷町（大下全域）

岸田　　立 畠敷町1014 0824-63-7677 畠敷上（半坂、中央、ひまわり、わかば、ＮＴＴ官舎、グリーンハイツ付近）、
王之段県営住宅、寿常会及び周辺

四車ユキコ 南畑敷町501-11 0824-63-9114 南畑敷町（山手、麻原〔一部除く〕）
小原　德彦 畠敷町210 0824-63-4581 畠敷下（農免道南側全域）、九郎・王子・竜王の一部

□ 池頭美佐枝 四拾貫町1037-5 0824-62-2643 八次地区全域
戸田　眞代 畠敷町1410-4 0824-63-6467 畠敷上
伊達　典子 四拾貫町111 0824-63-1646 四拾貫町（小原、塩迫、高杉、下山・向山団地、山陽ビル他
森安百合枝 南畑敷町80-18 0824-63-1908 南畑敷町（生協団地、県営住宅、第2・3・4堂山団地）
波多野俶子 畠敷町1236-1 0824-63-8951 畠敷上（新組、学園通付近、岩屋、平成常会及び付近）
佐々木淳子 後山町429-1 0824-63-5484 後山町
宍戸　正昭 畠敷町1485-5 0824-63-0998 畠敷上（王ノ段、王陽台、下畠敷比叡尾）、九郎・王子の一部
小田カズ子 南畑敷町734-41 0824-63-6095 南畑敷町（掛原、市営住宅、第1堂山団地、山手麻原の一部）
岩﨑　笙子 畠敷町844-1 0824-63-2328 畠敷下（農免道北側全般〔比叡尾・九郎の一部を除く〕）

□ 桑田銑十郎 四拾貫町307-8 0824-62-0489 八次地区全域

■東部地区（20名）〔民生委員・児童委員18名　主任児童委員2名〕
名　　前 住　　所 電　　話 担　　当　　地　　区
曲田　昌佳 廻神町2316 0824-66-1547 神杉地区（18区、19区上下、20区、21区、22区、23区、24区）
住田　彰宣 江田川之内町107-1 0824-66-1658 神杉地区（1区、2区、3区、4区、5区、6区上、市営住宅）
有田　雅俊 高杉町1181 0824-66-1753 神杉地区（6区下、7区、8区、9区、10区、11区）
伊藤理知子 廻神町1052 0824-66-1310 神杉地区（12区、13区、14区上下、15区、16区、17区）
𠮷田　隆治 向江田町287-5 0824-66-3072 向江田町（下組、下中、上中、下山手）
山本　　強 向江田町3813 0824-66-1798 和知町（中組、西組）、向江田町（菅田）

□ 大崎　玲子 向江田町2803 0824-66-2620 東部地区全域
津村　周子 和知町1540 0824-66-2683 和知町（尾越、紙屋）
廣澤　元生 向江田町1495 0824-66-1106 向江田町（池田、寺町、上山手、郷組）
戸島　則明 和知町245 0824-66-2791 和知町（大当上下、宮組）
小平　　勉 糸井町495 0824-66-2328 糸井町（甲、乙、丙、丁）
向井　一真 大田幸町1844-1 0824-66-1335 畑原、上の段、矢谷、信貞上・中・下
松野　六子 大田幸町2849-3 0824-66-1932 寄国、上志幸、上井田、下井田
敷田　憲之 塩町2124 0824-66-1289 志幸上、宮、沖組、三万寺、塩町新・旧

□ 一條　照代 志幸町156-1 0824-66-3061 東部地区全域
小畠　伸生 大田幸町525 0824-66-2013 本郷上・下、上定、上谷、五反田前・中・後
原田　　昭 有原町527 0824-69-2515 有原町
桑田　誠子 三若町385-1 0824-69-2026 三若町
兒玉　達也 海渡町864 0824-69-2421 石原町、海渡町
若林伊都枝 上田町1050 0824-69-2205 上田町

■西部・粟屋地区（14名）〔民生委員・児童委員12名　主任児童委員2名〕
名　　前 住　　所 電　　話 担　　当　　地　　区
佐藤　　巧 青河町1028 0824-68-2145 青河町（市場1・2、下青河、片山、宮地）
松本　幾雄 青河町2278 0824-68-2428 青河町（上青河、原田、糘地、松谷）
小林　　弘 上志和地町1209-2 0824-67-3640 下川立町、上志和地町（岡西1・2、折紙、中央、岸ノ下）
村竹　裕弘 下志和地町745 0824-68-2816 下志和地町（木船、駅農、駅組）、上志和地町（大坪、市場、中所）
樫迫　正明 上川立町1917-3 0824-68-2176 上川立町
武田　史子 秋町948 050-5524-6664 秋町、下志和地町（瀬谷）

□ 蔀　　直子 下川立町194 0824-68-2424 西部・粟屋地区全域
西川　訓司 下志和地町909-1 0824-67-3309 下志和地町（土居、西川、川東、船谷、新開、藤根原、春木）
大森　 司 粟屋町2888-40 0824-63-5559 落岩上・下、岩脇上・中・下、柳迫
𠮷村　賢二 粟屋町3770-2 0824-63-0854 荒瀬上・下、下津河内、馬行谷、長谷
加井妻敏幸 粟屋町甲1740 0824-63-6736 旭上・下、米丸、亀谷上・下、中の村
前　　貴志 粟屋町5084 0824-63-5836 元国、中垣内、大平前・後、小森
槇田　正治 粟屋町622-6 0824-63-6808 若屋、上旭、上村上・下、細田、長伝

□ 寺井千代子 粟屋町甲4932 0824-63-6548 西部・粟屋地区全域
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■君田地区（9名）〔民生委員・児童委員8名　主任児童委員1名〕
名　　前 住　　所 電　　話 担　　当　　地　　区
伊木　　求 君田町東入君593-2 0824-53-2124 東入君（中組、南原、沖組、瀬戸組、市場、木呂田、森原）
完田　哲司 君田町櫃田601 0824-53-2710 櫃田（御所ヶ原、中野原、沓ヶ原）、泉吉田（上組、迫組、中組）
森岡美惠子 君田町東入君14-5 0824-53-2143 東入君（松ヶ瀬下・中・上、グリーンハイツ松ヶ瀬、松ヶ瀬団地、中塚ハイム）
中岡　洋明 君田町茂田甲362 0824-53-2838 茂田、泉吉田（下組、吉尾）
二本森淳朗 君田町藤兼147 0824-53-2447 藤兼
花利　澄子 君田町石原416 0824-53-2529 石原
永谷喜代子 君田町西入君213 0824-53-2339 西入君
一本木貞子 君田町櫃田762-4 0824-53-2377 櫃田（畑原、宮ヶ原、寺西、寺原）

□ 桒原　昭子 君田町泉吉田73 0824-53-2533 君田地区全域

■布野地区（8名）〔民生委員・児童委員7名　主任児童委員1名〕
名　　前 住　　所 電　　話 担　　当　　地　　区
中原　功友 布野町横谷947 0824-54-2225 吸谷、吉谷、室、中郷、瀬戸、石貝
小滝　敏彦 布野町横谷616-3 0824-54-2251 大原宮、奥上、奥下
小川　裕巳 布野町上布野1332-6 0824-54-2028 中村、町上、新町
中村　義和 布野町上布野1438-3 0824-54-2451 町中、町下
古栗　絹江 布野町上布野1905 0824-54-2557 二井殿、柳田、東
黒瀬千津江 布野町下布野452-2 0824-54-2740 姫ヶ谷、コブシ、大伴、河戸（黍を除く）
笠岡　宏子 布野町戸河内488 0824-54-2823 戸河内上、戸河内下、河戸（黍）

□ 長谷川眞義 布野町横谷57 0824-54-2188 布野地区全域

■作木地区（14名）〔民生委員・児童委員13名　主任児童委員1名〕
名　　前 住　　所 電　　話 担　　当　　地　　区
齊 木　　 亨 作木町伊賀和志87 0824-55-7116 伊賀和志
楠　佐津美 作木町大津392-2 0824-55-3440 大津
加藤　幸子 作木町森山西195 0824-55-2361 森山西
森島美和子 作木町森山中927 0824-55-2402 森山中、岡三渕
亀﨑　照惠 作木町森山東13 0824-55-2381 森山東、森山中
柴 田　　 正 作木町大畠104 0824-55-2461 大畠、光守
橋本三千夫 作木町西野269 0824-55-2232 西野
松島　博幸 作木町上作木139-2 0824-55-2441 上作木
山根　栄子 作木町下作木1002-2 0824-55-2047 下作木上
平田　幸子 作木町香淀1-25 0824-55-3117 下作木下
三上　義治 作木町香淀甲271 0824-55-2507 香淀下、門田下
金子　若葉 作木町香淀1027 0824-55-2711 門田上、香淀上
本東地登美子 作木町大山甲43 0824-55-3210 大山

□ 邉見　末子 作木町門田60-1 0824-55-2810 作木地区全域

■吉舎地区（20名）〔民生委員・児童委員18名　主任児童委員2名〕
名　　前 住　　所 電　　話 担　　当　　地　　区

不二川公哉 吉舎町吉舎462 0824-43-2086 七日市上イ・ロ、四日市市住2、ほのぼの住宅、南田、栄町、西田市住、
白根、吉舎谷

鎧坂美惠子 吉舎町吉舎504-1 0824-43-3828 四日市下イ・ロ、四日市市住1、四日市上・中・雇用促進、東町上・下
高下美惠子 吉舎町吉舎747-4 0824-43-2629 七日市中・下、七日市市住1・2、東郷
谷光　俊武 吉舎町吉舎120-1 0824-43-2680 古市 1～ 5丁目、古市市住

□ 伊達かほり 吉舎町敷地3153 0824-43-3219 吉舎地区全域
正山　與惠 吉舎町安田1490-4 0824-43-4025 安田（大忠、角利、昭和、古市、平石、安田市住）
雲井　一浩 吉舎町上安田357 0824-43-4009 安田（寺迫、郷、上谷、鳥巣、ひまわり）　
松本　斉子 吉舎町上安田1938-4 0824-43-4186 上安田
免田　福一 吉舎町三玉577-1 0824-43-2177 三玉（上組、本郷、上郷、中組、平松城）
赤名　正三 吉舎町海田原692-2 0824-43-2850 三玉（川隅）、海田原
小早川敦子 吉舎町矢野地557 0824-43-2787 矢井、矢野地
檀上　謙治 吉舎町敷地610 0824-43-3029 敷地（真御堂、塩野、梅ノ木、一之渡、一日市）
星野フミエ 吉舎町敷地1721 0824-43-3930 敷地（下矢井、下矢井中、右谷、チ、リ、ヌ、小林上・下）
岡本　共榮 吉舎町敷地2551-1 0824-43-3096 敷地（ヲ、ワ、カ、ヨ、タ、レ、ソ）
村上　直子 吉舎町丸田316 0824-43-3253 丸田イ・ロ、清綱、畠中団地
宮迫　幸子 吉舎町檜425 0824-43-3329 檜、吉舎川之内
佐伯美智子 吉舎町檜212 0824-43-3323 丸田ハ・ニ、雲通
佐伯　公三 吉舎町辻159 0824-43-3362 辻
梶川美代子 吉舎町徳市2588 0824-43-3505 徳市

□ 井上　睦弘 吉舎町吉舎835-11 0824-43-2209 吉舎地区全域
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■三良坂地区（15名）〔民生委員・児童委員13名　主任児童委員2名〕
名　　前 住　　所 電　　話 担　　当　　地　　区
湯免マス子 三良坂町三良坂732-5 0824-44-2772 柳町、高木、上本町、中本町、久松、岡

瀬戸　三歳 三良坂町三良坂1729-46 0824-44-3859 小川、十王堂、反、段が丘、上郷

□ 伊藤　優子 三良坂町灰塚15-2 0824-44-2370 三良坂地区全域

藤川　康則 三良坂町仁賀883-1 0824-44-3246 宇根側、市場、皇渡、中山、尾野原、仮屋迫

吉川　信子 三良坂町灰塚26-1 0824-44-2270 東区、中区

伊達　知正 三良坂町田利558 0824-44-3268 田利、皆瀬、植野原

末石　章二 三良坂町仁賀34 0824-44-2439 光清、段、蔭地、日南、斗納

山元　辰二 三良坂町三良坂686-4 0824-44-2705 沖江、迫田、羽木、兎峠、田中

乙重　清治 三良坂町長田813-1 0824-44-3034 長田

中村千代子 三良坂町三良坂1604-21 0824-44-3445 岡田、新開

沖田　陣子 三良坂町三良坂943-2 0824-44-2823 下本町、愛宕、駅前、中郷、下郷、岩崎

渡邉　妙子 三良坂町灰塚6-3 0824-44-2285 南区、西区

上林　恵子 三良坂町三良坂 1194-5 0824-44-3569 日南、大仙、黒田、和田

小平　耕造 三良坂町三良坂2733 0824-44-3157 八雲、興亜、藤坂、三本木、塩野浦、祇園、みどりヶ丘

□ 鷲尾　仁子 三良坂町長田1492 0824-44-3066 三良坂地区全域

■三和地区（15名）〔民生委員・児童委員13名　主任児童委員2名〕
名　　前 住　　所 電　　話 担　　当　　地　　区
佐藤　公子 三和町上壱1828-2 0824-52-2201 上宮崎、下宮崎、想田

阿部千万子 三和町上壱949 0824-52-3331 上郷、伏原、飯田

富田　正則 三和町上壱2513 0824-52-3409 掛、番郷、日南、中曽根、半原

升田　壽子 三和町羽出庭1562 0824-52-2855 羽出庭 6区～ 12区

渡邊　淳子 三和町羽出庭2859 0824-52-3050 羽出庭 13区～ 18区

福場　秀登 三和町上壱3763 0824-52-2209 仏正、矢原、舟迫、上壱歩

□ 天野　早苗 三和町敷名3012 0824-52-2227 三和地区全域

稲田　道子 三和町上板木153 0824-52-2021 上板木 1区～ 5区

森田　葉末 三和町大力谷522 0824-52-3560 大力谷 1区～ 4区

細美　昌信 三和町敷名1710 0824-52-3361 敷名 6区～ 11区

定森　智秋 三和町敷名4787 0824-52-2232 敷名 1区～ 5区

児玉　恭子 三和町羽出庭733 0824-52-2775 羽出庭 1区～ 5区、高鉢

的場　幸人 三和町下板木1576 0824-52-3630 下板木 1区～ 7区、長谷

中田　雄久 三和町福田227 0824-52-3004 福田 1区～ 4区、老人ホーム

□ 佐々木淑也 三和町敷名293 0824-52-3447 三和地区全域

■甲奴地区（16名）〔民生委員・児童委員15名　主任児童委員1名〕
名　　前 住　　所 電　　話 担　　当　　地　　区
藤井　　晃 甲奴町本郷1891 0847-67-3376 本郷郷、時兼住宅、駅前団地、コスモス裏、駅住宅、井堀

藤原　靖栄 甲奴町小童453-1 0847-67-2767 掛谷、品中央、品東、太郎丸、広石、東谷

□ 秋山安佐子 甲奴町本郷680-5 0847-67-2655 甲奴地区全域

近藤　清子 甲奴町小童1082 0847-67-3344 宮部上、宮部下、下谷、井神住宅、祇園住宅

上落惠美子 甲奴町太郎丸684-5 0847-67-2365 郷東、郷西、郷南、郷北、敷尾西、敷尾、宇根

畠　　信子 甲奴町有田118 0847-67-2997 上抜湯、下抜湯、上谷、下谷、西谷

下宮　昌三 甲奴町西野492 0847-67-3383 美山荘、ケアハウス、西野上、西野下、大歳住宅、明神住宅

池田　文男 甲奴町小童2688 0847-67-3276 政広、麓、垰、山根、市場、桂正寺Ａ・Ｂ

満重キヨコ 甲奴町梶田496 0847-67-3177 梶田上、戸下、伏越住宅、高山、兼石住宅

竹ノ中妙子 甲奴町福田320-1 0847-67-2746 福田上、福田中、福田下

近藤　幸正 甲奴町小童4735 0847-67-2820 頼藤、切松、中倉、中倉上、河本下、中反田、古屋、塩貝東・西

上甲　義馬 甲奴町宇賀589 0847-67-2721 城、貞森、明力、開、宮迫

立石喜美子 甲奴町本郷2294 0847-67-2919 大谷、橋本、日南、矢原、板屋

林　　　 勉 甲奴町抜湯124 0847-67-2680 森、秋森、内附、抜湯下

明永　宗浩 甲奴町梶田1512 0847-67-2729 下志、梶田郷、友森、粟島住宅

中垣　己壯 甲奴町宇賀2106 0847-67-3007 郷下、郷上、専光寺谷、一宮谷、六ツ宗、宇賀住宅
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